
工学部 将来開講科目一覧 
（以下に記載がない科目は2026年度開講科目と同内容での開講を予定していますので、「シラバス検索」ページから参照してください。）

2026年4月1日 現在

科目名 英語科目名
開講
年次

1 数値解析の基礎 Fundamentals of Numerical Analysis 3 工学専門科目 ー
2 材料力学概論 Introduction to Mechanics of Materials 2 工学専門科目 ー
3 制御工学入門 Introduction to Control Engineering 2 工学系入門科目 宇宙工学専門科目
4 宇宙工学基礎実験 Space Engineering Fundamental Experiments 2 工学系入門科目 宇宙工学専門科目
5 電気工学実験 Electrical Engineering Laboratory 3 工学専門科目 専門共通科目
6 電気工学ＰＢＬ実験 Project Based Learning for Electrical Engineering 3 工学専門科目 専門共通科目
7 電気工学プレ研究 Preliminary Research in Electrical Engineering Course 3 工学専門科目 専門共通科目
8 電子工学実験 Electronic Engineering Laboratory 3 工学専門科目 専門共通科目
9 電子工学ＰＢＬ実験 Project-Based Learning in Electronic Engineering 3 工学専門科目 専門共通科目

10 電子工学プレ研究 Preliminary Research in Electronic Engineering Course 3 工学専門科目 専門共通科目
11 物理化学ⅣＡ Physical Chemistry ⅣＡ 3 工学専門科目 物理化学系科目
12 物理化学ⅣＢ Physical Chemistry ⅣＢ 3 工学専門科目 物理化学系科目
13 応用化学実験Ⅰ Applied Chemistry Laboratory Ⅰ 2 工学専門科目 ー
14 応用化学実験ⅡＡ Applied Chemistry Laboratory ⅡＡ 2 工学専門科目 ー
15 応用化学実験ⅡＢ Applied Chemistry Laboratory ⅡＢ 2 工学専門科目 ー
16 応用化学実験Ⅲ・ＰＢＬ Applied Chemistry Laboratory III•BⅢ・ＰＢＬ 3 工学専門科目 ー
17 応用化学実験Ⅳ Applied Chemistry Laboratory Ⅳ 3 工学専門科目 ー
18 材料物性学基礎 Introduction to  Solid State Physics 2 工学専門科目 構造・性質系科目
19 応用解析 Applied Analysis 2 工学専門科目 数学強化科目
20 幾何学 Geometry 2 工学専門科目 数学強化科目
21 応用線形代数 Applied Linear Algebra 2 工学専門科目 数学強化科目
22 代数学 Algebra 2 工学専門科目 数学強化科目
23 集合と論理Ⅰ Sets and Logic Ⅰ 2 工学専門科目 数学強化科目
24 集合と論理Ⅱ Sets and Logic IIⅡ 3 工学専門科目 数学強化科目
25 フーリエ解析 Fourier Analysis 3 工学専門科目 数学強化科目
26 離散数理工学 Discrete Mathematical Engineering 3 工学専門科目 数学強化科目
27 関数解析 Functional Analysis 3 工学専門科目 数学強化科目
28 応用幾何学 Applied Geometry 3 工学専門科目 数学強化科目
29 計画数学 Mathematical Programming 3 工学専門科目 数学強化科目
30 応用代数学 Applied Algebra 3 工学専門科目 数学強化科目
31 量子力学Ⅰ Quantum Mechanics I 3 工学専門科目 物理強化科目
32 量子力学Ⅱ Quantum Mechanics II 3 工学専門科目 物理強化科目
33 力学・熱力学・電磁気学演習 Exercises in Mechanics, Thermodynamics, and Electromagnetism 3 工学専門科目 物理強化科目
34 量子力学・統計力学演習 Exercises in Quantum Mechanics and Statistical Mechanics 3 工学専門科目 物理強化科目
35 物性論Ⅰ Solid State Physics Ⅰ 3 工学専門科目 物理強化科目
36 物性論Ⅱ Solid State Physics Ⅱ 3 工学専門科目 物理強化科目
37 機械学習Ⅰ Machine Learning Ⅰ 2 工学専門科目 物理強化科目
38 機械学習Ⅱ Machine Learning Ⅱ 3 工学専門科目 物理強化科目
39 データサイエンス基礎 Basics of Data Science 2 工学専門科目 データ解析強化科目
40 ＡＩプログラミング基礎 Basic AIＡＩ Programming 3 工学専門科目 データ解析強化科目
41 ＡＩプログラミング実践 Advanced AIＡＩ Programming 3 工学専門科目 データ解析強化科目
42 数物シミュレーション Mathematical Modeling and Physical Simulation 3 工学専門科目 データ解析強化科目
43 データシステムＰＢＬ Data System PBL 3 工学専門科目 データ解析強化科目
44 専門英語 English for Science Study 4 工学専門科目 ー
45 数物プレ研究 Preliminary Research for Mathematical Science Course 3 工学専門科目 ー
46 数物インターンシップ実習 Internship 2 工学専門科目 ー

区分



科目名：数値解析の基礎（ Fundamentals of 
Numerical Analysis ） 
担当教員：平木 講儒、坪井 伸幸、市原 大

輔 
対象学年：３年  開講時期：前期 (２Ｑ )  

クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
機械工学の基礎をなす弾塑性力学、流体力学、

伝熱工学、機械力学等における支配方程式は微

分方程式で表されるが、解析解が得られるのは

稀で一般に数値的に解く必要がある。 
・授業の目的 
基本的な数値的手法を手始めとして、常微分方

程式および偏微分方程式を数値的に解析する

手法を習得するのが目的である。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
数値解析に関する知識・理解および 
システム創造における汎用的技能の習得 
に対応する。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、宇宙コースが掲げる学習・教育到達

目標の B に位置づけられる。 
具体的には、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. 数学の基礎知識を基に各種の数値解析手法

の導出を理解する 
2. 数値解析手法の誤差の概念を理解する 
3. 差分法、ルンゲクッタ法などにより常備分

方程式の数値解を求める 
4. 有限要素法の定式化を理解し、連立一次方

程式として解を求める 
5. 偏微分方程式から差分方程式を導出し、緩

和法などを用いて解を求める 
 
【授業項目】 
(1) 数値計算の誤差と有効数字 
(2) 非線形方程式・極値問題 
(3) 固有値問題 
(4) カーブフィット問題 
(5) 常微分方程式の数値解 
(6) バネ要素による離散化 
(7) １次元有限要素における変数の内挿と微

分・積分 
(8) 境界条件の設定方法と連立一次方程式の

解法 
(9) １次元弾性変形問題の有限要素解析法 
(10) これまでの復習と理解度の確認及び解説 
(11) 種々の微分項の差分近似 
(12) 偏微分方程式の差分方程式への変換 
(13) 陰解法による放物型偏微分方程式（熱及

び物質の拡散方程式）の解法 
(14) 緩和法による楕円型偏微分方程式（ラプ

ラスの式）の解法 
(15) 緩和法による楕円型偏微分方程式（ナビ

エ・ストークス方程式）の解法 
(16) 総括・まとめ 
 
【授業の進め方】 
教科書の指定はなく、板書や Moodle コース上

で提供する資料により進める。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ（例外的にオンラインに切り替える

ことがある） 
 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型およびオンデマンド型を併用 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
理解を促進させるために行う課題や理解度把

握のための試験により評価を行う。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・レポート課題 34％ 
・中間試験       33% 

  ・期末試験 33％ 
 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
各回に記載されている内容に関連する数学の

知識について、予習・復習によって理解を深め

ておくこと。 
 
【予習時間の目安】 
週４時間 
 
【キーワード】 
常微分方程式、偏微分方程式、有限要素法、有
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限体積法 
【教科書】 
使用しない 
 
【参考書】 
篠原能材「数値解析の基礎」日新出版 
418.1/S-29/b 
森 正武「数値計算プログラミング」岩波書店 
549.9/M-244 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：材料力学概論（ [Introduction to 
Mechanics of Materials] ） 
担当教員：薦田 亮介 
対象学年：２年  開講時期：前期 (２Ｑ )  

クラス： 
曜日・時限：  講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
材料力学は材料を安全にしかも経済的に正し

く使用する方法を学ぶ学問である．材料力学で

は，機械系学科で履修する材料力学の基礎事項

（主に単軸（１軸）応力状態）を取扱い対象と

する． 
・授業の目的 
材料力学概論では，力のつりあいや自由体線図

の概念を基礎として，材料力学の主要部分であ

る引張，圧縮，丸棒のねじり，はりの理論等の

学習を中心とする． 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
機械構造の力学入門の続きに位置し，力の釣り

合い，モーメントの釣り合いをベースに，物体

内の内力や物体の変形について学ぶ． 
関連する学習・教育目標：C-１ 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は，制御コースが掲げる学習・教育到達

目標の（C-1）位置づけられる． 
具体的には，材料力学について，以下の項目を

身につけることを目標とする． 
1. 引張/圧縮を受ける直線棒の応力と変形を

理解する 
2. 丸棒のねじりにおける応力と変形を理解す

る 
3. はりの曲げにおける応力と変形を理解する 
 
【授業項目】 
(1) 静力学の基礎 力，モーメントのつり合い 
(2) 引張と圧縮 応力とひずみ 
(3) 引張と圧縮 不静定問題 
(4) 引張と圧縮 エネルギー法 
(5) 応力とひずみの性質 フックの法則，薄肉

円筒の応力 
(6) 応力とひずみの性質 応力変換，ひずみ変

換 
(7) せん断とねじり 丸棒のねじり 

(8) せん断とねじり 不静定問題 
(9) 中間試験 
(10) はりの曲げ SFD，BMD 
(11) はりの曲げ はりのたわみ 
(12) はりの曲げ エネルギー法 
(13) はりの曲げ カスティリアーノの定理 
(14) 柱の座屈 
(15) 期末試験 
(16) 期末試験解説 
 
【授業の進め方】 
講義を主とし，適宜，演習を解く時間を設ける．

毎回，課題を課す． 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
毎回の課題，中間試験および期末試験（40％）

で評価する． 
工学部学修細則第 19 条に基づき成績の修正を

行なうことがある． 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・各回の課題 20％ 
・中間試験 40％ 
・期末試験     40% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
事前に教科書や配布資料を読んで各自予習し

ておくこと． 
各回の課題を解くとともに，授業の復習をして

おくこと． 
 
【予習時間の目安】 
週 ４ 時間 
 
【キーワード】 
応力，ひずみ，引張，圧縮，せん断，ねじり，

曲げ 
【教科書】 
村上敬宜，材料力学（森北出版株式会社） 
 
【参考書】 
なし 
【備考】 
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なし 
【授業担当教員への連絡方法】 
例）Moodle に記載 
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科目名：制御工学入門（ Introduction to 
Control Engineering） 
担当教員：髙嶋 一登、平木 講儒 
対象学年：2 年  開講時期：後期(4Ｑ) 
クラス：02 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

身の回りには自動制御で動作する機械シス
テムが数多く稼働しているが、望ましい制御性
能を有するシステムの実現には、制御工学的な
解析や設計方法の習得が必要となる。 
 
・授業の目的 
 自動制御システムを設計するにあたっての
基礎を学ぶ。すなわち、制御対象を数式モデル
で表現し、システムの安定性を確保し、そして
制御性能を達成するための制御器の設計法に
ついての基礎を習得する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け
（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目
標との関連）】 
 本講義では、（B）宇宙システムに代表され
る複雑な工学システムの専門領域を理解する
のに必要な工学基礎知識の習得と，それらを応
用できる能力を修得する。 
関連する学習・教育目標：B（宇宙システム工
学科） 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との
関連） 

本科目は、宇宙システム工学科が掲げる学
習・教育到達目標の（B）に位置づけられる。 
具体的には、制御工学について、以下の項目を
身につけることを目標とする。 
 
1. 基本的な時間関数のラプラス変換、微分方
程式のラプラス変換、ラプラス逆変換を求める
ことができる。 
2. 簡単なシステムの微分方程式を導出して、
伝達関数を求めることができる。 
3. 簡単な系のブロック線図を書くことができ
る。 
4. ベクトル軌跡、ボード線図を描くことがで
きる。 
5. フィードバック制御系の安定判別をするこ
とができる。 
 
【授業項目】 
(1) 制御工学の概要（担当：髙嶋） 
(2) システムの伝達関数表現とラプラス変換
１（担当：髙嶋） 
(3) システムの伝達関数表現とラプラス変換
２（担当：髙嶋） 
(4) システムのブロック線図１（担当：髙嶋） 
(5) システムのブロック線図２（担当：髙嶋） 
(6) システムの時間応答１（担当：髙嶋） 
(7) システムの時間応答２（担当：髙嶋） 
(8) 中間試験（担当：髙嶋） 
(9) システムの周波数応答１（担当：平木） 
(10) システムの周波数応答２（担当：平木） 
(11) システムの周波数応答３（担当：平木） 
(12) システムの安定性１（担当：平木） 
(13) システムの安定性２（担当：平木） 

(14) 制御器の設計１（担当：平木） 
(15) 制御器の設計２（担当：平木） 
(16) 期末試験（担当：平木） 
 
【授業の進め方】 
 上記の項目にしたがって講義する。また、前
半部では毎回授業の理解度を確認するため、小
テストを行い、小テストの提出により出席を確
認する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型のみ、オンデマンド型のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
 中間試験と期末試験で評価し、60 点以上を
合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

中間試験、期末試験の成績により総合的に評
価する。 

 
中間試験 50％ 
期末試験 50％ 
 

【授業外学習(予習・復習)の指示】 
・各回に、教科書の該当箇所について事前に読
んでおくこと。 
・予習・復習の時間として、週に 8 時間確保す
ること。 
 
【予習時間の目安】 
週 4 時間 
 
【キーワード】 
ラプラス変換、ブロック線図、周波数特性、ボ
ード線図、フィードバック制御系、サーボ系設
計 
 
【教科書】 
則次俊郎・堂田周治郎・西本澄：基礎制御工学
（朝倉書店）501.9/N-111 
 
【参考書】 
杉江俊治・藤田政之：フィードバック制御入門
（コロナ社）501.9/S-184/3 
畠山省四朗・野中謙一郎・釜道紀浩：システム
制御入門 （オーム社）501.9/H-95 
 
【備考】 
＜履修上の注意事項＞ 
・単に数学的な解法をおぼえるだけでなく、そ
の物理的な意味や実際の応用例を理解するこ
とが重要である。 
・予習復習の際には、図書館にある関連文献や
インターネット上の解説や動画等を有効に活
用することが望ましい。 
＜オフィスアワー等＞ 
 授業直後とする。または下記のメールアドレ
スに問い合わせること。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
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ktakashima@life.kyutech.ac.jp, 
hiraki.koju735@mail.kyutech.jp 
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科 目 名 ： 宇 宙 工 学 基 礎 実 験 （ Space 
Engineering Fundamental Experiments ） 
担当教員：松井 康平 
対象学年：2 年  開講時期：前期(1,2Ｑ)  

クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 

宇宙工学の基礎的なテーマを題材とした実

験を通じて、実験手法の基本技術を習得する。

宇宙工学の土台である、機械工学および電気工

学の基礎的なテーマを取り上げる。工学的課題、

実験データの分析方法、考察の進め方、レポー

トの作成技術について理解を深めることを目

的とする。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本科目は、宇宙システム工学科が掲げる学習・

教育到達目標の（B）（C）に位置づけられる。 
 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1. 機械工学の基礎科目である材料力学、熱力

学、流体力学について実験を通して理解を深め

ること。 
2. 電気電子工学の基礎科目である電気回路、

電子回路、電磁気学について実験を通して理解

を深めること。 
3. 実験データの処理、結果の考察及び報告書

の書き方を習得すること。 
 
【授業項目】 
第１回 ガイダンス 
第２回 レポート指導および実験機器実習 A 
第３回 レポート指導および実験機器実習 B 
第４回 機械工学系実験１ 
第５回 機械工学系実験２ 
第６回 レポート作成日 
第７回 機械工学系実験３ 
第８回 機械工学系実験４ 
第９回 レポート作成日 
第１０回 電気電子系実験１ 
第１１回 電気電子系実験２ 
第１２回 レポート作成日 
第１３回 電気電子系実験３ 
第１４回 電気電子系実験４ 
第１５回 レポート作成日 

【授業の進め方】 
受講者をグループに分けて，グループ単位で週

ごと上記テーマの実験受講および受講後のレ

ポート作成を課す。 
 
【授業方法および授業形態】 
【授業方法】 講義、演習、実験  
【授業形態】 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
レポートの提出状況および内容を判断し評価

する。無断欠席の場合は再履修とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・レポート 100 % 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
 各回に指示のある教科書・資料の該当箇所に

ついて事前に読んでおくこと。実験終了後は速

やかに内容を振り返って理解・考察を深め，レ

ポートを作成すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 1 時間 
 
【キーワード】 
宇宙工学、機械工学、電気電子工学 
 
【教科書】 
各実験テーマの担当教員に問い合わせること。 
 
【参考書】 
各実験テーマの担当教員に問い合わせること。 
 
【備考】 
動き易い服装で参加すること。 
サンダル、クロックスを履いての参加は禁止と

する（履いていた場合は実験室への立ち入りは

不可とする） 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：電気工学実験（Electrical Engineering 
Laboratory） 
担当教員：渡邊 政幸，大塚 信也，小迫 雅裕，

長谷川 一徳，今給黎 明大 
対象学年：3 年 開講時期：前期(1Q ~ 2Q) ク

ラス： 
曜日・時限：  講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

本実験科目で取り上げるパワーエレクトロ

ニクス，高電圧，電気機器，制御に関する技術

は，現在の高度な電力システムの重要な構成要

素である｡ 
 
・授業の目的 

本実験は，下記に説明する電気工学に関する

3 分野から構成される課題を学習する。 
分野Ⅰは，ユニポーラパワー半導体素子やバ

イポーラパワー半導体素子，パワーエレクトロ

ニクスに関する実験を行い，半導体電子物性と

デバイス，電動機制御についての理解を深める。 
分野Ⅱは，高電圧発生・測定，絶縁体の絶縁・

放電特性，過渡現象シミュレーションに関する

実験を行う。これらの実験課題を習得すること

により，現在の高度情報化社会の基盤を支えて

いる電力ネットワークシステムや送変電機器

における高電圧現象に関する理解を深める。 
分野Ⅲは，電気機器・制御に関する実験を行

う。これらの実験課題を習得することにより，

現在のあらゆる産業のベースとなっている電

気エネルギー変換，制御システムに関する理解

を深める。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
講義科目「集積回路工学」「パワーエレクト

ロニクス」「電気エネルギー伝送工学」「電気機

器」「制御システム工学」と連動・補完する内

容であり，これらの技術を体系的に実験するこ

とによって理解を深める。この実験で学んだこ

とは，後に続く電気工学 PBL 実験を履修する

上での重要な基礎知識となる。 
関連する学習・教育到達目標：(C) 電気電子

工学に関する専門知識を用いて問題解決に必

要な分析を行うことができ，「もの創り」に応

用できる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1. 関連する講義科目との連動を意識して体系

的に学ぶように努める。 
2. 事前準備を十分に行った上で主体的に取り

組む姿勢を身につける。 
3. 実験を通じて幅広い科学的視野と知識を持

つように努める。 
4. 共同作業を通して協調精神を持つように努

める。 
5. 得られた結果をまとめ，さらに考察し，そ

れらをレポートにまとめる手法を習得する。 
 
【授業項目】 
※12 グループに分け，グループごとに 12 テー

マに取り組むため，第 2 回～第 7 回および第 9
回～第 14 回のテーマ順は一例である。 
(1) 実験ガイダンス 
(2) パワーデバイスの電気特性評価 
(3) パワーエレクトロニクス回路の設計 
(4) 誘導電動機の特性と可変速駆動 
(5) パワーデバイス・パワーエレクトロニクス

分野のレポート指導 
(6) 過渡現象の数値解析 
(7) 放電信号を用いたデジタル計測と統計解

析 
(8) 各分野における中間レポート指導 
(9) 高電圧基礎実験と絶縁破壊電圧測定 
(10) 高電圧・シミュレーション分野のレポー

ト指導 
(11) 変圧器の特性 
(12) 同期電動機の位相特性と負荷特性 
(13) PID 制御による DC モータの位置制御 
(14) 電気機器・制御分野のレポート指導 
(15) 全分野における最終レポート指導 
 
【授業の進め方】 
各分野 3 テーマの実験および 1 回のレポート

指導を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実験 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

期日までに指定の様式にしたがったレポー

トの提出が必要である。 
提出されたレポートの内容について評価し，

60 点以上を合格とする。 
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合格のためには全テーマの実験を行い全テ

ーマのレポート提出が必要である。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・レポート 100% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

あらかじめ各テーマに関する基礎的知識に

ついて各分野の教科書で理解しておく。 
実験前に指導書を熟読し，各テーマの目的お

よび内容を十分に理解しておくことが必要で

ある。 
実験後は速やかにデータを整理・解析して，

第三者にも理解できる報告書にまとめる。 
 
【予習時間の目安】 
週 1 時間 
 
【キーワード】 
パワー半導体，パワーエレクトロニクス，高電

圧，電気機器，制御 
 
【教科書】 
電気工学実験 指導書 
 
【参考書】 
・パワーデバイス（大橋弘通・葛原正明，丸善） 
・よくわかる電気機器（第 2 版）（森本雅之，

森北出版） 
・高電圧パルスパワー工学（原雅則・秋山秀典，

森北出版） 
・高電圧工学（河村達雄・河野照哉・柳父 悟，

オーム社） 
・MATLAB/Simulink によるわかりやすい制

御工学（第 2 版）（川田昌克・西岡勝博，森北

出版） 
・大学課程 電機設計学（改訂 3 版）（竹内寿太

郎・西方正司，オーム社） 
 
【備考】 

実験テーマによっては講義に先行した内容

に取り組むことになる。しかし現象をまず体験

し，その原理や理論を自ら調査して理解を得る

努力をすることも重要なことである。関連科目

の教科書・参考書をもとに意欲的に予習・復習

を行うことが望まれる。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
渡邊：watanabe@ele.kyutech.ac.jp 
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科目名：電気工学 PBL 実験（Project Based 
Learning for Electrical Engineering） 
担当教員：安部 征哉，渡邊 政幸，大門 秀朗，

片宗 優貴，佐竹 昭泰，長谷川 一徳 
対象学年：3 年 開講時期：後期(3Q ~ 4Q) ク

ラス： 
曜日・時限： 講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

電気工学は人々の生活から産業に至るまで

様々な形で社会を支え，物流・エネルギー・情

報をつかさどる総合技術分野である。この実験

では，これまでに修得した専門基礎知識を活用

し，課題を学生自ら設定・解決し，新たなシス

テムや機能を構築していく過程をプロジェク

ト的に行う科目である。 
 
・授業の目的 

教員指導の下，課題の設定からプロジェクト

を学生自ら設定し，仕様，設計，試験の実施，

成果報告から役割分担やスケジュール化など

のプロジェクト管理を実際におこなう。プロジ

ェクトでは，最新の遠隔センシング・コントロ

ーリングシステムの提案から，エネルギーやエ

レクトロニクスに関わるものづくり，学生自ら

が企画した大規模な科学的な実験まで電気工

学の範囲で様々な課題を設定可能である。プロ

ジェクトチームが互いに競争，協力を行うこと

による新たな発見や発展も期待できる科目で

ある。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
電気電子工学実験Ⅰ・Ⅱ，電気工学実験およ

び講義科目で学んだ電気電子工学分野に関す

る知識と技術を使って，専門的な諸課題に対す

る問題を解決する能力を磨く。 
以下の項目に掲げる能力の取得を目標とする。 
・電気電子工学に関する専門知識を用いて問題

解決に必要な分析を行うことができ，「もの創

り」に応用できる。 
・社会における工学的な課題を見つけ出し，内

容を分析し，解決案を提案できる。 
・自分の意見を表現するための文章や説明資料

を作成でき，相手に伝えることができ，他人の

意見を論理的に理解できる。 
・自ら課題を設定し継続的に学習を進めること

ができる。 

・チームの一員として自分のやるべきことを認

識でき，メンバーと協力して計画的に行動でき

る。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1. 電気電子工学の専門領域を理解するのに必

要な工学基礎知識の習得と，それらを応用でき

る能力の習得。 
2. 電気電子工学に関する専門知識，専門的課

題を設定できる能力や問題解決のために専門

知識を「もの創り」に応用できる能力の習得。 
3. 物事を多面的・批判的に検証する能力と科

学的に論理を展開できる能力の習得。 
4. 社会における工学的な課題を見つけ出して，

自主性，計画性，チームワーク，コミュニケー

ションをもって課題を解決する能力の修得。 
5. プロジェクト管理能力の修得。 
 
【授業項目】 
テーマ： 風力発電システムの設計・製作 
風力発電システムの設計・製作・評価を行う。

実験ではグループ毎に分かれて， 
・開発システムの企画検討 
・システムの設計開発 
・動作テスト・開発したシステムを用いたデモ

ンストレーション 
を実施する。 
(1) ガイダンス，諸注意と安全講習，発電効率

の評価検討 
(2) 発電機の設計 1：発電機設計 
(3) 発電機の設計 2：発電電圧の試算，中間報

告の資料作成 
(4) 中間報告，発電機の設計の再検討 
(5) 発電機製作 1：製作開始 
(6) 発電機製作 2：製作の継続 
(7) 発電機製作 3：発電電圧測定，改良の検討 
(8) 自作発電機の効率の評価 1：発電効率評価 
(9) 自作発電機の効率の評価 2：発電機の調整 
(10) 自作発電機の効率の評価 3：発電機の完

成 
(11) 競技会 
(12) 発表会準備および報告書の作成 1：発表

内容の議論 
(13) 発表会準備および報告書の作成 2：発表

資料の完成 
(14) 発表会 
(15) 後片付けおよび反省会 
 
【授業の進め方】 

-11-



ガイダンスの際に説明を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実験 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

設計開発成果（20%），評価および競技会成

果（20%），プレゼンテーション（20%），レポ

ート（30%），グループ活動評価（10%）で評

価する。 
各項目で 60%以上の得点を得ることを合格

の条件として，総合点で 60 点以上を合格とす

る。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・設計開発成果   20% 
・評価および競技会成果 20% 
・プレゼンテーション  20% 
・レポート   30% 
・グループ活動評価   10% 

 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

各回の実験実施前に，その回の実施予定の作

業準備や手順をまとめておくこと。また，各回

の実験実施後に，システム開発の進捗をまとめ

た報告書を作成すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 0 時間 
 
【キーワード】 

PBL，電気回路，電磁気学，エネルギー，半

導体，ものづくり，グループ討論 
 
【教科書】 

関連する実験科目および講義科目の教科書

および参考書 
 
【参考書】 
・電気エネルギー工学（八坂保能，森北出版） 
・よくわかる電気機器（森本雅之，森北出版） 
・電気電子計測（金澤誠司・岡茂八郎・佐藤拓，

理工図書） 
【備考】 

本実験で扱う内容の講義科目を履修してい

ることが強く望まれる。グループでの実験は，

単に役割を分担することにとどまらず，メンバ

同士で意見を交換し，個人では実現困難な課題

に取り組み，解決していくことが重要である。

そのために，各自が最大限の能力を発揮できる

よう努力し，工夫することが求められる。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
渡邊：watanabe@ele.kyutech.ac.jp 
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科目名：電気工学プレ研究（Preliminary 
Research in Electrical Engineering Course） 
担当教員：小迫 雅裕 
対象学年：３年  開講時期：後期(3～4Ｑ)  

クラス：01 
曜日・時限：時間外  講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

本学科では 6 年一貫教育プログラムとして

グローバル・エンジニア養成コース(GE コー

ス)を開設している。 
・授業の目的 

本授業では，プレ配属される研究室で研究体

験を行い，卒研配属や卒業研究および大学院に

おける研究活動へスムースに移行することを

目指す。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
電気コースにおける GE コースのプレ研究

に相当する。 
学習・教育目標では，C，D，E に相当する。 

 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1. 研究活動の基本的な流れを理解し、自ら研

究テーマを設定できる。 
2.文献調査を適切に行い、研究背景や課題を整

理できる。 
3.データの収集・分析の基礎を学び、適切な手

法を選択できる。 
4.研究成果を発表するためのプレゼンテーシ

ョンスキルを身につける。 
5.論文執筆の基本を理解し、研究内容を適切に

記述できる。 
 
【授業項目】 
1. オリエンテーション：研究とは何か、プレ

研究の目的 
2. 研究テーマの選定：興味を持てるテーマの

見つけ方 
3. 文献調査の方法：論文検索・整理・活用の

技術 
4. 研究計画の立案：目的・仮説・方法の設定 
5. データ収集と分析：基礎的な統計解析・実

験手法の紹介 
6. 研究発表の基礎：スライド作成とプレゼン

テーション技術 
7. 論文執筆の基本：論理的な文章構成と論文

フォーマット 
8. 研究倫理とリテラシー：研究の公正性・デ

ータの取り扱い 
9. 実践課題：ミニ研究の実施と発表 
10. 総括とフィードバック：プレ研究を通じた

学びの振り返り 
 
【授業の進め方】 

配属された研究室の担当教員のもと研究体

験を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実習 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型およびオンデマンド型を併用 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

担当教員が指定或いは自ら策定する研究課

題の実施状況及びレポートによる。100 点満点

中 60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
 研究課題の進捗状況や成果の報告（例：プレ

ゼンテーション、レポート）（100%）に基づき

評価する。詳細は研究室配属後、担当教員が説

明する。 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

配属先教員の指示に従うこと。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 

GE コース，コミュニケーション，もの創り 
 
【教科書】 

配属先教員の指示に従うこと。 
 
【参考書】 

配属先教員の指示に従うこと。 
 
【備考】 

本科目は工学科電気コース GE コースの修

了要件科目である。 
ノート PC の持参を推奨。 
 

【授業担当教員への連絡方法】 
配属先教員より通知する。 
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科目名：電子工学実験（Electronic Engineering 
Laboratory） 
担当教員：山脇 彰、中藤 良久、水町 光徳、

河野 英昭、楊 世淵 
対象学年：3 年  開講時期：前期(１Ｑ ～ 

２Ｑ) 
曜日・時限：  講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
本実験科目で取り上げる信号処理、通信技術、

ディジタル回路技術、コンピュータ技術は、携

帯電話・パソコン・情報家電など、現在の高度

な電子機器・システムの重要な構成要素であ

る｡ 
・授業の目的 
電子工学における重要な要素技術である「信号

処理」、「通信」、「ディジタル回路」、「コンピュ

ータ」に関する理解を深める。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
講義科目「信号処理、通信基礎､光通信工学、

電波工学、ディジタル回路設計法、コンピュー

タアーキテクチャ、電子回路Ⅱ、システム工学」

を補完し､理解を助ける実験である。この実験

で学んだことは、電子工学 PBL 実験の基礎と

なる。 
関連する学習・教育到達目標：（C）電子工学

に関する専門知識を用いて問題解決に必要な

分析を行うことができ、「もの創り」に応用で

きる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、ディプロマポリシーが掲げる学習・

教育到達目標の（C）に位置づけられる。 
具体的には、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. ディジタル計測のための、コンピュータに

よる信号処理技術を習得する。 
2. 通信工学における基礎的測定技術を学び､

測定器の扱いに習熟する｡ 
3. ディジタル回路システムの設計開発を通し

て，ディジタル回路の設計開発技術を理解す

る｡ 
4. マイクロコンピュータの開発環境、動作原

理、開発方法を理解する。 
 

【授業項目】 
(1) ガイダンス 
(2) AD／DA 変換 
(3) 離散フーリエ変換 
(4) 振幅変調直線性および周波数特性の測定 
(5) スペクトルアナライザーによる変調信号

の測定 
(6) 光ファイバによる映像伝送の測定 
(7) UHF アンテナの指向性に関する測定 
(8) ディジタル回路モジュールの設計開発１ 
(9) ディジタル回路モジュールの設計開発２ 
(10) ディジタル回路モジュールを組み合わせ

たディジタル回路システムの設計開発 
(11) 拡張ディジタル回路システムの設計開発 
(12) コンピュータ応用の開発環境の理解 
(13) 周辺機器を使うプログラムの練習（１） 
(14) 周辺機器を使うプログラムの練習（２） 
(15) 応用プログラムの作成、及び、実機での

動作確認 
 
【授業の進め方】 
・14 テーマを班単位で実施する。 
・第 4 回～第 15 回は班によって順番が異なる。 
(1)：山脇 彰、中藤 良久、水町 光徳、河

野 英昭、楊 世淵 
(2)～(3): 水町 光徳 
(4)～(7): 楊 世淵 
(8)～(11): 山脇 彰 
(12)～(15): 河野 英昭 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実験 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
実験レポートで評価して、60 点以上を合格と

する。 
合格のためには全ての実験を行い、全てのレポ

ート提出が必要である。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
実験レポートの内容および提出状況で評価す

る 100％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
実験日までに実験書を調べ、その内容を十分に

把握しておくこと。レポート作成時には、図書

館やインターネット等を活用するなど工夫す
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ること。 
 
【予習時間の目安】 
週 4 時間 
 
【キーワード】 
信号の処理、信号の変調、光ファイバ通信、デ

ィジタル回路合成 CAD、マイクロプロセッサ、

マイコンプログラミング 
 
【教科書】 
電子工学実験の実験指導書（Moodle で公開す

る。） 
 
【参考書】 
「信号処理」、「電波工学」、「ディジタル回路設

計法」、「コンピュータアーキテクチャ」、「プロ

グラミング技法」の授業で使用する教科書およ

び参考書 
 
【備考】 
本実験の内容を十分に理解するために、「信号

処理Ⅰ、通信基礎、ディジタル回路設計法、プ

ログラミングⅠ」の科目を履修しておくこと。

また実験内容の理解を深めるために､「光通信

工学、電波工学、コンピュータアーキテクチャ、

電子回路Ⅱ、システム工学」を履修することが

望ましい。 
【オフィスアワー等】 
 本実験の終了後 30 分間をオフィスアワーと

する。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：電子工学ＰＢＬ実験（Project-Based 
Learning in Electronic Engineering） 
担当教員：芹川 聖一、野林 大起、河野 英

昭、水町 光徳、山脇 彰 
対象学年：３年  開講時期：後期(3Q～4Q) 
曜日・時限：5-2A，5-2B 講義室：金 2～4 限 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

電気電子工学は人々の生活から産業に至る

まで様々な形で社会を支え、物流・エネルギー

流・情報流をつかさどる総合技術分野である。

この実験では、これまでに習ってきた専門基礎

知識を活用し、課題を学生自ら設定・解決し、

新たなシステムや機能を構築していく過程を

プロジェクト的に行う科目である。 
・授業の目的 

教員指導の下、課題の設定からプロジェクト

を学生自ら設定し、仕様、設計、試験の実施、

成果報告から役割分担やスケジュール化など

のプロジェクト管理を実際におこなう。プロジ

ェクトでは、最新の遠隔センシング・コントロ

ーリングシステムの提案から、エネルギーやエ

レクトロニクスに関わるものづくり、学生自ら

が企画した大規模な科学的な実験まで電気電

子工学の範囲で様々な課題を設定可能である。

プロジェクトチームが互いに競争、協力を行う

ことによる新たな発見や発展も期待できる科

目である。 
 

【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
電気電子工学実験Ⅰ・Ⅱ・電子工学実験および

講義科目で学んだ電気電子工学分野に関する

知識と技術を使って、専門的な諸課題に対する

問題を解決する能力を磨く。 
関連する学習・教育到達目標： 
  (C) 電気電子工学に関する専門知識を用

いて問題解決に必要な分析を行うことができ、

「もの創り」に応用できる。  
  (D) 社会における工学的な課題を見つけ

出し、内容を分析し、解決案を提案できる。 
  (E) 自分の意見を表現するための文章や

説明資料を作成でき、相手に伝えることができ、

他人の意見を論理的に理解できる。  
  (F) 自ら課題を設定し継続的に学習を進

めることができる。  
  (G) チームの一員として自分のやるべき

ことを認識でき、メンバーと協力して計画的に

行動できる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1．実験や設計開発等を通じて，幅広い科学的・

工学的視野と知識を持つ。（関連する学習・教

育到達目標：C） 
2．社会における工学的な課題を見つけ出し、

チームで内容を分析し、解決案を提案できる。

（関連する学習・教育到達目標：D） 
3．得られた成果をまとめ、考察を加えて報告

できる。（関連する学習・教育到達目標：E） 
4．課題を設定し，システムの設計開発を進め

ることができる。（関連する学習・教育到達目

標：F） 
5．共同作業を通じて協調精神を養う。（関連す

る学習・教育到達目標：G） 
 
【授業項目】 
SDGs の課題解決を支援するオリジナルなセ

ンサ応用ネットワークシステムの開発 
各種センサモジュールや電子部品、マイコン、

無線通信モジュール、BYOD パソコン組み合

わせた、新規で独創的な組み込みシステムを開

発する。 
実験では、グループごとに分かれて、以下の内

容を実施する。 
(1) 実験ガイダンス 
(2) 開発システムの構想策定(1) -現状調査と

分析 
(3) 開発システムの構想策定(2) -分析結果に

基づいた構想策定 
(4) 開発システムに関する初回発表会 
(5) システム設計書の作成 
(6) 開発業務(1) -役割分担，開発工程表の作

成 
(7) 開発業務(2) -各種センサモジュールと電

子部品の調査・発注 
(8) 開発業務(3) -基本回路の設計開発 
(9) 開発業務(4) -基本マイコンプログラムの

設計開発 
(10) 開発業務(5) -センサノードの設計開発 
(11) 開発業務(6) -基本ネットワークプログ

ラミングの設計開発 
(12) 開発業務(7) -統合ネットワークシステ

ムの設計開発 
(13) 開発業務(8) -実システムの動作検証と

改善 
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(14) 最終発表会に向けた動作デモとスライド

の作成 
(15) 最終発表会 
(16) 実験総括 
 
【授業の進め方】 
５から６名の班において、社会生活のさらなる

向上を目的としたオリジナルの電子機器を企

画立案し、その試作機を開発し、最終的に動作

デモと合わせて、発表会で発表する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実験 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
課題設定（関連：D、20％）、設計開発成果（関

連：F、20％）、グループ活動評価（関連：G、

10％）、レポート（関連：C、30％）、プレゼン

（関連：E，20%）で評価する。各項目で 60%
以上の得点を得ることを合格の条件として，総

合点で 60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・課題設定（関連：D） 20％ 
・設計開発成果（関連：F） 20％ 
・グループ活動評価（関連：G） 10% 
・レポート（関連：C） 30% 
・プレゼン（関連：E） 20% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
 各回の実験実施前に、その回の実施予定の作

業準備や手順をまとめておくこと（実験テーマ

によっては計画書の作成が必要である）。また、

各回の実験実施後に、システム開発の進捗をま

とめた報告書を作成すること。 
【予習時間の目安】 
週 4 時間 
 
【キーワード】 
PBL、無線通信、マイコンボード、IP 通信、

電気回路、半導体、光デバイス、もの創り、グ

ループ討論 
【教科書】 
関連する実験科目および講義科目の教科書。 
 
【参考書】 

関連する実験科目および講義科目の参考書。 
 
【備考】 
【履修上の注意事項】 
 本実験で扱う内容の講義科目を履修してい

ることが強く望まれる。グループでの実験は、

単に役割を分担することにとどまらず、メンバ

同士で意見を交換し、個人では実現困難な課題

に取り組み、解決していくことが重要である。

そのために、各自が最大限の能力を発揮できる

よう努力し、工夫することが求められる。 
【オフィスアワー等】 
 本実験の終了後 30 分間をオフィスアワーと

する。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
芹川聖一 
serikawa(a)elcs.kyutech.ac.jp <-(a)を@に変

更して下さい 
水町 光徳 
mizumach(a)ecs.kyutech.ac.jp<-(a) を @ に変

更して下さい 
山脇 彰 
yama(a)ecs.kyutech.ac.jp<-(a)を@に変更して

下さい 
河野 英昭 
kawano(a)ecs.kyutech.ac.jp<-(a)を@に変更し

て下さい 
野林 大起 
nova(a)ecs.kyutech.ac.jp<-(a)を@に変更して

下さい 
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科目名：電子工学プレ研究（Preliminary 
Research in Electronic Engineering Course） 
担当教員：張 力峰 
対象学年：３年  開講時期：後期(3～4Ｑ)  

クラス：01 
曜日・時限：時間外  講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

本学科では 6 年一貫教育プログラムとして

グローバル・エンジニア養成コース(GE コー

ス)を開設している。 
・授業の目的 

本授業では，プレ配属される研究室で研究体

験を行い，卒研配属や卒業研究および大学院に

おける研究活動へスムースに移行することを

目指す。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
電子コースにおける GE コースのプレ研究に

相当する。 
学習・教育目標では，C，D，E に相当する。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1. 研究活動の基本的な流れを理解し、自ら研

究テーマを設定できる。 
2.文献調査を適切に行い、研究背景や課題を整

理できる。 
3.データの収集・分析の基礎を学び、適切な手

法を選択できる。 
4.研究成果を発表するためのプレゼンテーシ

ョンスキルを身につける。 
5.論文執筆の基本を理解し、研究内容を適切に

記述できる。 
 
【授業項目】 
1. オリエンテーション：研究とは何か、プレ

研究の目的 
2. 研究テーマの選定：興味を持てるテーマの

見つけ方 
3. 文献調査の方法：論文検索・整理・活用の

技術 
4. 研究計画の立案：目的・仮説・方法の設定 
5. データ収集と分析：基礎的な統計解析・実

験手法の紹介 
6. 研究発表の基礎：スライド作成とプレゼン

テーション技術 
7. 論文執筆の基本：論理的な文章構成と論文

フォーマット 

8. 研究倫理とリテラシー：研究の公正性・デ

ータの取り扱い 
9. 実践課題：ミニ研究の実施と発表 
10. 総括とフィードバック：プレ研究を通じた

学びの振り返り 
 
【授業の進め方】 

配属された研究室の担当教員のもと研究体

験を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義，演習，実験，実習，実技 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型およびオンデマンド型を併用 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

担当教員が指定或いは自ら策定する研究課

題の実施状況及びレポートによる。100 点満点

中 60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

研究課題の進捗状況や成果の報告（例：プレ

ゼンテーション、レポート）に基づき、100 点

満点で評価。詳細は研究室配属後、担当教員が

説明する。 
 
研究課題の進捗状況や成果の報告（例：プレゼ

ンテーション、レポート） 100％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

担当教員の指示に従うこと。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 

GE，コミュニケーション，もの創り 
 
【教科書】 

担当教員の指示による。 
 
【参考書】 

担当教員の指示による。 
 
【備考】 

本科目は工学科電子コース GE コースの修

了要件科目である。 
ノート PC の持参を推奨。 
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【授業担当教員への連絡方法】 
各担当教員より通知する。 
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科目名：物理化学ⅣＡ（Physical Chemistry Ⅳ

Ａ） 

担当教員：佐藤 しのぶ 

対象学年：３年  開講時期：後期(３Ｑ)  

クラス：01 

曜日・時限：未定  講義室：未定 

 

【授業の概要】 

・授業の背景 

工学科化学コースの様々な領域の研究におい

ては、物理化学の分野における反応速度論の分

野について習熟することは重要である。また、

研究実験を行うにあたっては、様々な反応に関

して測定し、物理化学的解析（反応速度、熱力

学パラメータ）を行うことで、反応スキーム全

体を明らかにすることは極めて重要である。本

講義を通して現象を観察し、解析する方法を習

得することにより、研究者として、研究の内容

の理解ならびに解明の進め方について理解が

深められる。 

 

・授業の目的 

化学反応の進む方向及び行き着くところ（平衡

状態）については熱力学の教えるところである。

すなわち、その反応の自由エネルギー変化を計

算すると良い。しかし、熱力学的に可能な反応

であっても、種々の工夫がなされなければ進行

しない反応も多数知られている。これは反応の

速さが非常に遅いためである。化学反応には、

種々の定性分析や定量分析などに利用される

ような非常に速い反応から、上記の例のような

遅い反応までがある。この講義では、これらの

反応の速さに関する基礎知識を購求する。反応

の速さを知ることは、最も有利な反応条件を決

定すること、およびその速さを制御するための

工学的計算に重要である。 

 

【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 

１年次で履修する「化学ⅠおよびⅡ」は物理化

学全般の基礎的な内容の講義を行っている。２

～３年次で、物理化学の分野を４つに分類し、

より高度な内容を演習も含めて講義を行うも

のである。中でも、物理化学ⅣＡは、反応速度

論について詳しく解説するものである。 

 

【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 

本科目は、工学科化学コースが掲げる学習・教

育到達目標の B-2 に位置づけられる。 

具体的には、物理化学における、以下の項目を

身につけることを目標とする。 

1. 化学反応の速度式に関して理解する 

2. ｎ次反応・複合反応に関して理解する 

3. 複雑な反応（素反応・定常状態近似）に関

して理解する 

4. 触媒反応に関して理解する 

5. 光化学反応に関して理解する 

 

【授業項目】 

(1) 化学反応の平衡と速度 

(2) ｎ次反応の速度式 

(3) 複合反応の速度式 

(4) 化学反応の速度の温度依存性 

(5) 反応機構と素反応 

(6) 固体触媒反応 

(7) 光化学反応 

(8) 総論 

 

【授業の進め方】 

授業の Moodle ページに次の行う授業内容の

PDF をアップしている。各自授業前にダウンロ

ードして受講すること。教科書に従って進める

が、教科書に詳しく記載されていない内容は、

PDF 資料や追加配布資料（これもホームページ

からダウンロードできるようにしておく）を用

いて行う。事前に予習しておくこと。また、授

業の理解度を確認するために宿題を課す。これ

は、Moodle で提出すること。 

 

【授業方法および授業形態】 

・授業方法 

 講義、演習 

・授業形態 

 対面およびオンライン（対面が半数以上） 

・オンライン授業の形式 

 オンデマンド型のみ 

 

【成績評価の基準および評価方法の概要】 

これまでの復習と理解度の確認を期末試験の

結果と、レポート課題の結果によって成績評価

を行い、60 点以上を合格とする。ただし、教

員が必要と認めたときは、試験その他の方法に

よる追加の確認を行い、合格とする場合もある。 

 

【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・レポート課題 20％ 

  ・期末試験 80％ 
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【授業外学習(予習・復習)の指示】 

準備学修（予習）として、週に２ 時間確保す

ること。 

予習：授業内容に付いて反応式と速度解析の関

係について、種々の有機化学反応との相関性を

予習しておくこと。式の導出等に関しては、数

学の基礎知識が必要となるため、数学（特に高

次の微分・積分など）についても併せて予習し

ておくこと。 

復習：授業で行われた内容に付いて教科書の章

末問題や、他の書籍も参考にして演習等で種々

の反応の例について十分に演習することが非

常に重要である。 

 

【予習時間の目安】 

週 ２ 時間 

 

【キーワード】 

反応速度、微分系速度式、積分系速度式、可逆

反応、逐次反応、触媒反応、酵素反応 

 

【教科書】 

D. W. Ball 著（田中一義ら監訳）：ボール物理

化学（第 2 版）〔下〕（化学同人） 431/B-9/2-2 

 

【参考書】 

 

１）P. W. Atkins ら著（中野元裕ら訳）：アト

キンス 物理化学（第 10版）〔下〕（化学同人） 

431/A-7/10-2 

２）山内淳著：基礎物理化学 II［新訂版］（サ

イエンス社） 431/S-15/3-2 

３）D. W. Ball 著（田中一義ら監訳）：ボール

物理化学（第 2 版）〔上〕（化学同人） 

431/B-9/2-1 

 

【備考】 

 

【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：物理化学ⅣＢ（Physical Chemistry Ⅳ

Ｂ） 

担当教員：佐藤 しのぶ 

対象学年：３年  開講時期：後期(４Ｑ)  

クラス：01 

曜日・時限：未定  講義室：未定 

 

【授業の概要】 

・授業の背景 

工学科化学コースの様々な領域の研究におい

ては、物理化学の分野における熱力学の分野に

ついて習熟することは重要である。特に熱力学

は現象論的方法と統計学的方法で同じ答えに

到達することができる数少ない例の一つであ

る。原子や分子のエネルギーについてのふるま

いは統計学的に理解することができる。本講義

を通して現象を観察することに加え、解析する

方法を習得することにより、研究者として、研

究の内容の理解ならびに解明の進め方につい

て理解が深められる。 

 

・授業の目的 

化学反応の進む方向及び行き着くところ（平衡

状態）については熱力学の教えるところである。

統計熱力学とは物質のミクロな性質とバルク

の物理量の架け橋である。これらの情報は構造

や分光学的なデータから熱力学量を計算する

手段となるとともに、化学的性質の分子論的な

背景を理解する手がかりを与えてくれる。この

講義では、物質のミクロな性質を理解するため

にボルツマン分布や分子分配関数について学

び、これらを用いて熱力学的なパラメータを算

出する。分配関数を用いて、ギブズエネルギー

といった熱力学的関数の導出を行い、構造や分

光学的なデータから化学的に重要な量である

平衡定数を計算することを目的とする。 

 

【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 

１年次で履修する「化学ⅠおよびⅡ」は物理化

学全般の基礎的な内容の講義を行っている。２

～３年次で、物理化学の分野を４つに分類し、

より高度な内容を演習も含めて講義を行うも

のである。中でも、物理化学ⅣＢは、統計熱力

学について詳しく解説するものである。 

 

【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 

本科目は、工学科化学コースが掲げる学習・教

育到達目標の B-2 に位置づけられる。 

具体的には、物理化学における、以下の項目を

身につけることを目標とする。 

1. 統計熱力学について理解する。 

2. 分配関数について理解する。 

3. 気体運動論について理解する。 

4. 衝突理論について理解する。 

5. 遷移状態理論について理解する 

※「1.～5.」には必ず１つ以上ご入力ください。 

 

【授業項目】 

(1) 統計熱力学 

(2) ボルツマン分布 

(3) 分配関数 

(4) 分配関数からわかる分子の熱力学的性質 

(5) 気体運動論 

(6) 衝突理論 

(7) 遷移状態理論 

(8) 総論 

 

【授業の進め方】 

授業の Moodle ページに次の行う授業内容の

PDF をアップしている。各自授業前にダウンロ

ードして受講すること。教科書に従って進める

が、教科書に詳しく記載されていない内容は、

PDF 資料や追加配布資料（これもホームページ

からダウンロードできるようにしておく）を用

いて行う。事前に予習しておくこと。また、授

業の理解度を確認するために宿題を課す。これ

は、Moodle で提出すること。 

 

【授業方法および授業形態】 

・授業方法 

 講義、演習 

・授業形態 

 対面およびオンライン（対面が半数以上） 

・オンライン授業の形式 

 オンデマンド型のみ 

 

【成績評価の基準および評価方法の概要】 

これまでの復習と理解度の確認を期末試験の

結果と、レポート課題の結果によって成績評価

を行い、60 点以上を合格とする。ただし、教

員が必要と認めたときは、試験その他の方法に

よる追加の確認を行い、合格とする場合もある。 

 

【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・レポート課題 20％ 

  ・期末試験 80％ 
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【授業外学習(予習・復習)の指示】 

準備学修（予習）として、週に２ 時間確保す

ること。 

予習：授業内容に付いて反応式と速度解析の関

係について、種々の有機化学反応との相関性を

予習しておくこと。式の導出等に関しては、数

学の基礎知識が必要となるため、数学（特に高

次の微分・積分など）についても併せて予習し

ておくこと。 

復習：授業で行われた内容に付いて教科書の章

末問題や、他の書籍も参考にして演習等で種々

の反応の例について十分に演習することが非

常に重要である。 

 

【予習時間の目安】 

週 ２ 時間 

 

【キーワード】 

統計熱力学、分配関数、気体運動論、衝突理論、

遷移状態理論、ボルツマン分布 

 

【教科書】 

D. W. Ball 著（田中一義ら監訳）：ボール物理

化学（第 2 版）〔下〕（化学同人） 431/B-9/2-2 

 

【参考書】 

１）P. W. Atkins ら著（中野元裕ら訳）：アト

キンス 物理化学（第 10版）〔下〕（化学同人） 

431/A-7/10-2 

２）山内淳著：基礎物理化学 II［新訂版］（サ

イエンス社） 431/S-15/3-2 

３）D. W. Ball 著（田中一義ら監訳）：ボール

物理化学（第 2 版）〔上〕（化学同人） 

431/B-9/2-1 

 

【備考】 

 

【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：応用化学実験Ⅰ（Applied Chemistry 
Laboratory Ⅰ） 
担当教員：中戸 晃之、池野 慎也、村上 直

也、安藤 義人、毛利 恵美子 
対象学年：2 年  開講時期：前期  クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
 分析化学は化学の中で最も早くから研究さ

れた分野であり、化学のあらゆる研究において

必要欠くべからざる基礎となっている。既に１

年次で定性分析実験を修了しているので、２年

次では更に進んで定量分析実験を行う。 
 
・授業の目的 
 定量分析の初歩的な実験を行うことにより、

化学の研究に必要である基礎的な常識を育成

する。量的な取り扱いを中心として中和滴定、

沈殿滴定、酸化還元滴定、キレート滴定、重量

分析、比色分析を、そして分離分析としてクロ

マトグラフィーを学び分析化学全般の理解を

深める。 
 
・授業の位置付け 
 応用化学実験Ⅰの内容は１年次必修科目の

の知識を基礎としており、１年次必修科目の化

学Ⅰおよび化学Ⅱとの関連も深い。３年次前期

選択必修科目の分析化学および３年次前期選

択必修科目の有機機器分析の基礎となる。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
コア科目である。 
学習・教育目標では、B-3、C-3 に相当する。 
中和滴定、沈殿滴定、酸化還元滴定、キレート

滴定、重量分析、比色分析、クロマトグラフィ

ーについて、以下の事柄ができる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
1.実験の原理を理解し、説明できる。 
2.化学実験の基本的な操作を、その意味を理解

し、実施できる。 
3.測定データから実験結果を正しく導ける。 
4.実験内容をレポートにまとめ、期限までに提

出できる。 
5.チームのメンバーで実験データを相互検証

し、目的達成の程度や問題点を指摘できる。 

 
【授業項目】 
(1) 実験講義 実験の目的、廃液処理、実験器

具と操作、実験の安全、レポートの書き方、実

験ノートの書き方 
(2) 基本操作の練習 秤量、器具の洗浄、ピペ

ット操作、ビュレット操作 
(3) 非水溶液滴定 アニリンの定量 
(4) 沈殿滴定 塩化物イオンの定量 
(5) 比色分析 コバルト（Ⅱ）イオンおよびニ

ッケル（Ⅱ）イオンの同時定量 
(6) エチレンジアミン四酢酸滴定 水道水の硬

度の決定 
(7) ~(8) グループワーク１ 実験に関するグル

ープディスカッション 
(9) クロマトグラフィー カラムクロマトグラ

フィー、薄層クロマトグラフィー 
(10) 重量分析 鋼中のニッケルの定量 
(11) 中和滴定 水酸化ナトリウム標準液によ

る酢酸の滴定（指示薬と pH メーターで） 
(12) ヨウ素滴定 ホルマリン中のホルムアル

デヒドの定量 
(13) ~(14) グループワーク２ 実験に関するグ

ループディスカッション 
(15) 試験 実験操作の実技試験 
但し、受講者をグループに分け、ローテーショ

ンによって各テーマの実験を行うので、テーマ

の進行順はグループ毎に異なり、上記の順番と

は限らない。 
 
【授業の進め方】 
応用化学実験Ⅰは、対面形式を基本として開講

します。ただし、コロナ感染状況によっては、

実験室内での 3 密を防止するために、対面実験

と遠隔学習を併用する可能性があります。最新

情報は随時 moodle に掲載します。 
履修登録をすませ、指定された教科書を購入し、

moodle にアクセスし、実施方法に関する情報

を得ておくこと。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実験 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
 実験を開始した日から１週間以内に、各実験

テーマそれぞれに対してレポートを作製し提
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出すること。その実験内容に応じて各担当教員

から、課題の提出、面接による指示などが行わ

れるので、これに従いレポートを完成させる。

各実験テーマについて、レポートの内容、実験

内容に対する理解度、実験態度を総合的に判定

して評価する。全実験テーマのすべてについて

完成したレポートが提出されていなければ、合

格とならない。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
ルーブリックにもとづいて評価する。ルーブリ

ックは moodle に掲載してある（シラバスシス

テムがルーブリックを掲載できる仕様になっ

ていないため）。ルーブリックの各項目の評価

割合と評価方法は以下の通りであるが、未到達

レベルの項目が一つでもあれば不合格とする。 
 
・実験の原理を理解し、説明できる。（レポー

ト、グループワーク、ディスカッションによる）

 20％ 
・化学実験の基本的な操作を、その意味を理解

し、実施できる。（実験への参加、レポートに

よる） 35％ 
・測定データから実験結果を正しく導ける。（レ

ポートによる） 35％ 
・実験内容をレポートにまとめ、期限までに提

出 で き る。（ レ ポ ート の 提 出 に よ る）

 5％ 
・チームのメンバーで実験データを相互検証し、

目的達成の程度や問題点を指摘できる。（グル

ープワーク、ディスカッションによる）

 5％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
 予習：各実験を行う前に必ず実験書を熟読し、

内容を理解しておくこと。必要であれば、関係

する書籍を探して予習すること。準備学修の目

安時間は週に 60 分。 
 復習：実験データの解析。結果が実験内容か

ら予測されるような結果となっているか確認

を行う。実験結果から導き出される一般法則や

理論について実験結果と照らし合わせて理解

を深める事。 
 
【予習時間の目安】 
週 1 時間 
 
【キーワード】 
 中和滴定、沈殿滴定、酸化還元滴定、キレー

ト滴定、重量分析、比色分析、クロマトグラフ

ィー 
 
【教科書】 
 坂田一矩・柘植顕彦・清水陽一・吉永鐵太郎・

荒木孝司：理工系 化学実験－基礎と応用－

（東京教学社）432/S-7 
 
【参考書】 
特に指定しないが、一般的な分析化学や分析化

学実験の教科書で参考になるものは多い。 
 
【履修上の注意事項】化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学実

験、応用化学基礎との関連が深いので、これら

の科目の内容をよく理解しておく必要がある。

あらかじめ実験書を読んで実験方法のイメー

ジをつくってから実験に取りかかる学習態度

と、他人が読んでわかるレポートの作成が必要

である。 
【オフィスアワー等】学期のはじめに発表する。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
nakato(#)che.kyutech.ac.jp (#)を@に置き換

えてください。 
 
Moodle コース URL 
https://ict-t.el.kyutech.ac.jp/course/view.php
?id=3638 
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科目名：応用化学実験ⅡＡ（  Applied 
Chemistry LaboratoryⅡＡ ） 
担当教員：坪田 敏樹, 佐藤 しのぶ, 春山 

哲也, 前田 憲成, 髙辻 義行 
対象学年：２年  開講時期：後期 (３Ｑ )  

クラス：01 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

化学の基礎となる諸法則を理論的に体系化

したのが物理化学であるが、他の化学実験例え

ば無機化学実験や有機化学実験と違って、物理

化学実験結果を肉眼で見ることは難しい。しか

し、物理化学実験の基本的な操作を習得するこ

とによって、物理化学という学問を理解する手

助けとなりうる。従って、ここでは２年次前期

の定量分析実験法を使用して、物理化学実験を

行う。 
・授業の目的 

応用化学のうち特に物理化学に関連する初

歩的実験として、吸着、溶解度と溶解熱、メチ

ルレッドの pK 値測定を行い、化学の研究に必

要な基礎的常識の育成を行うことを目的とす

る。レポート作成の基本、基礎的な実験操作の

方法、測定方法などの習熟に加え、得られた実

験結果から物理的パラメータを算出する能力、

深く考察できる能力を身に付ける。 
 

【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
２年次必修科目の物理化学Ⅰ及び物理化学Ⅱ、

さらに３年次の必修科目物理化学ⅣA の基礎

となる。 
学習・教育目標では、B-3, C-3 に相当する。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、工学科化学コースが掲げる学習・教

育到達目標の（B-3）（C-3）に位置づけられる。 
具体的には、物理化学について、以下の項目を

身につけることを目標とする。 
1. 物理化学実験の目的、方法等に関して理解

し、行う実験の意味を熟知して実験操作法を取

得し、レポートに記述できる。 
2. 実験のやり方およびその結果について、物

理化学の理論を基に解析および考察する。 
3. 実験の意義を理解し、詳細な実験計画を立

てる能力を養う。 

4. 口頭諮問に於いて実験の意義や、実験方法

を正確に伝える能力を習得する。 
5. 口頭諮問に於いて実験の解析法および解析

結果の考察、問題点等を正確に伝える能力を習

得する。 
 
【授業項目】 
(1) 実験方針と実験方法の説明会 
(2) 吸着  
(3) 吸着 試問 
(4) 溶解度と溶解熱  
(5) 溶解度と溶解熱 試問  
(6) メチルレッドの pK 値測定  
(7) メチルレッドの pK 値測定 試問  
(8) まとめ 
 
【授業の進め方】 
最初に実験内容や諸注意を説明する。理解度を

測るため試験を行って実験を行う。各実験では、

班ごとに協力して実験を行う。レポートを作成

し、提出した後、その実験に関する試問を受け

る。レポートの書き方も説明するが、それに合

っていないレポートや内容的に不足であれば

再レポートとなる。また、理解度が不足した場

合は別途レポートを課す場合もある。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、実験 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
各実験テーマについて実験後 1 週間以内にレ

ポートを作成させる。提出されたレポートの内

容を教官が確認し、図表などの一般的なレポー

ト作成の基本、実験原理の基本的理解、を確認

して必要に応じて加筆修正を行わせる。試問日

を設けて面接試験を行い実験内容の理解度を

確認する。各実験テーマについて、レポートの

内容、実験内容に対する理解度、実験態度を総

合的に判定して評価する。 
全実験テーマのすべてについて完成したレポ

ートが提出されていなければ、合格とならない。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・全実験テーマの試問及び全実験テーマの完

成したレポートの提出を行った上で、各実験テ

ーマについて、レポートの内容、実験内容に対
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する理解度、実験態度を総合的に判定して評価

 100％ 
   
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
・実験に関しては、事前にノートに整理してお

くこと。実験を始める前に予習のチェックを行

う。復習はレポートを作成することのよって達

成されるものであるが、特に図書館で参考書を

調べること。 
・準備学修（予習）として、週に 1 時間確保す

ること。 
 
【予習時間の目安】 
週 １ 時間 
 
【キーワード】 
吸着、分配律、反応速度、電気化学、溶解度、

溶解熱、平衡 
【教科書】 
後藤廉平：物理化学実験法（共立出版）

432.4/G-1 
 
【参考書】 
１）David W. Ball (著), 田中 一義 (翻訳), 阿
竹 徹 (翻訳), ボール物理化学 (第 2 版) 〔上〕 
化学同人 431/B-9/2-1 
２）David W. Ball (著), 田中 一義 (翻訳), 阿
竹 徹 (翻訳), ボール物理化学 (第 2 版) 〔下〕 
化学同人 431/B-9/2-2 
３）坂田一矩・柘植顕彦・清水陽一・吉永鐵大

郎・荒木孝司：理工系 化学実験－基礎と応用

－（東京教学社）432/S-7 
４）日本化学会：化学便覧（丸善）430.3/N-2 
 
【備考】 
 単位を修得するためには、すべての実験テー

マについてレポートを完成し合格することが

必要であるので注意すること。 
 実験室内では防護メガネを必ず着用するこ

と。手袋は取り扱い対象に応じて適切なものを

選択し着用すること。 
 実験では、劇物を扱うので、取り扱いには十

分注意し帳簿に使用量を記録すること。 
 実験では、加熱ヒーターを使用するものがあ

るので、担当教官の指示によく従い、安全に充

分注意すること。 
 実験の廃液は指定されたポリタンクに廃棄

すること。 
 化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学実験、応用化学基礎、

物理化学Ⅰ、応用化学実験Ⅰとの関連が深いの

で、これらの科目の内容を良く理解しているこ

と。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：応用化学実験ⅡＢ（  Applied 
Chemistry LaboratoryⅡＢ ） 
担当教員：坪田 敏樹, 佐藤 しのぶ, 春山 

哲也, 前田 憲成, 髙辻 義行 
対象学年：２年  開講時期：後期 (３Ｑ )  

クラス：01 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

化学の基礎となる諸法則を理論的に体系化

したのが物理化学であるが、他の化学実験例え

ば無機化学実験や有機化学実験と違って、物理

化学実験結果を肉眼で見ることは難しい。しか

し、物理化学実験の基本的な操作を習得するこ

とによって、物理化学という学問を理解する手

助けとなりうる。従って、ここでは２年次前期

の定量分析実験法を使用して、物理化学実験を

行う。 
・授業の目的 

応用化学のうち特に物理化学に関連する初

歩的実験として、分配率、均一一次反応、電気

化学測定を行い、化学の研究に必要な基礎的常

識の育成を行うことを目的とする。レポート作

成の基本、基礎的な実験操作の方法、測定方法

などの習熟に加え、得られた実験結果から物理

的パラメータを算出する能力、深く考察できる

能力を身に付ける。 
 

【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
２年次必修科目の物理化学Ⅰ及び物理化学Ⅱ、

さらに３年次の必修科目物理化学ⅣA の基礎

となる。 
学習・教育目標では、B-3, C-3 に相当する。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
例）本科目は、工学科化学コースが掲げる学

習・教育到達目標の（B-3）（C-3）に位置づけ

られる。 
具体的には、物理化学について、以下の項目を

身につけることを目標とする。 
1. 物理化学実験の目的、方法等に関して理解

し、行う実験の意味を熟知して実験操作法を取

得し、レポートに記述できる。 
2. 実験のやり方およびその結果について、物

理化学の理論を基に解析および考察する。 
3. 実験の意義を理解し、詳細な実験計画を立

てる能力を養う。 
4. 口頭諮問に於いて実験の意義や、実験方法

を正確に伝える能力を習得する。 
5. 口頭諮問に於いて実験の解析法および解析

結果の考察、問題点等を正確に伝える能力を習

得する。 
 
【授業項目】 
(1) 実験方針と実験方法の説明会 
(2) 分配律  
(3) 分配律 試問 
(4) 均一一次反応  
(5) 均一一次反応 試問  
(6) 電気化学測定  
(7) 電気化学測定 試問 
(8) まとめ 
 
【授業の進め方】 
最初に実験内容や諸注意を説明する。理解度を

測るため試験を行って実験を行う。各実験では、

班ごとに協力して実験を行う。レポートを作成

し、提出した後、その実験に関する試問を受け

る。レポートの書き方も説明するが、それに合

っていないレポートや内容的に不足であれば

再レポートとなる。また、理解度が不足した場

合は別途レポートを課す場合もある。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、実験 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
各実験テーマについて実験後 1 週間以内にレ

ポートを作成させる。提出されたレポートの内

容を教官が確認し、図表などの一般的なレポー

ト作成の基本、実験原理の基本的理解、を確認

して必要に応じて加筆修正を行わせる。試問日

を設けて面接試験を行い実験内容の理解度を

確認する。各実験テーマについて、レポートの

内容、実験内容に対する理解度、実験態度を総

合的に判定して評価する。 
全実験テーマのすべてについて完成したレポ

ートが提出されていなければ、合格とならない。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・全実験テーマの試問及び全実験テーマの完

成したレポートの提出を行った上で、各実験テ
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ーマについて、レポートの内容、実験内容に対

する理解度、実験態度を総合的に判定して評価

 100％ 
   
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
・実験に関しては、事前にノートに整理してお

くこと。実験を始める前に予習のチェックを行

う。復習はレポートを作成することのよって達

成されるものであるが、特に図書館で参考書を

調べること。 
・準備学修（予習）として、週に 1 時間確保す

ること。 
 
【予習時間の目安】 
週 １ 時間 
 
【キーワード】 
吸着、分配律、反応速度、電気化学、溶解度、

溶解熱、平衡 
【教科書】 
後藤廉平：物理化学実験法（共立出版）

432.4/G-1 
 
【参考書】 
１）David W. Ball (著), 田中 一義 (翻訳), 阿
竹 徹 (翻訳), ボール物理化学 (第 2 版) 〔上〕 
化学同人 431/B-9/2-1 
２）David W. Ball (著), 田中 一義 (翻訳), 阿
竹 徹 (翻訳), ボール物理化学 (第 2 版) 〔下〕 
化学同人 431/B-9/2-2 
３）坂田一矩・柘植顕彦・清水陽一・吉永鐵大

郎・荒木孝司：理工系 化学実験－基礎と応用

－（東京教学社）432/S-7 
４）日本化学会：化学便覧（丸善）430.3/N-2 
 
【備考】 
 単位を修得するためには、すべての実験テー

マについてレポートを完成し合格することが

必要であるので注意すること。 
 実験室内では防護メガネを必ず着用するこ

と。手袋は取り扱い対象に応じて適切なものを

選択し着用すること。 
 実験では、劇物を扱うので、取り扱いには十

分注意し帳簿に使用量を記録すること。 
 実験では、加熱ヒーターを使用するものがあ

るので、担当教官の指示によく従い、安全に充

分注意すること。 
 実験の廃液は指定されたポリタンクに廃棄

すること。 
 化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学実験、応用化学基礎、

物理化学Ⅰ、応用化学実験Ⅰとの関連が深いの

で、これらの科目の内容を良く理解しているこ

と。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：応用化学実験Ⅲ・ＰＢＬ（Applied 
Chemistry LaboratoryⅢ・ＰＢＬ） 
担当教員：岡内 辰夫、北村 充、吉田 嘉晃、

下岡 弘和、森本 浩之 
対象学年：3 年  開講時期：前期(１Ｑ～２

Ｑ)  クラス： 
曜日・時限：  講義室： 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
 工学科化学コースの種々の専門分野におけ

る基礎的な実験の操作法や測定法などに習熟

することは重要である。また、研究実験を行う

にあたっては、これらの実験方法を選択、改良

し、組み合わせて目的に合致した実験方法を構

築することがしばしば必要となるので、これら

を経験することも極めて重要である。本実験を

通して現象を観察し深く考察することによっ

て、各教科で学習した内容の理解が深められる。 
・授業の目的 
応用化学およびこれに関連する実験を習熟す

るとともに、実験を通して応用化学に関する理

解を深めることを目的とする。本実験では、主

として有機化学、高分子化学の各分野に関する

実験を行い、基礎的な実験の操作法や測定法な

どの習熟に加えて、観察した現象を深く考察で

きる能力を身に付ける。また、グループ活動に

よる実験を行うことで、チームで自主的に実験、

調査を進める能力、計画的に実験を進める能力、

及び発表・討論する能力を身につけることを目

指す。 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
１、２年次で履修する「化学実験」、「応用化学

実験Ⅰ」、「応用化学実験ⅡＡ」、「応用化学実験

ⅡＢ」の各実験での経験と習熟を基礎とし、「化

学Ⅰ」、「応用化学基礎」、「有機化学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」、

「高分子合成化学」の各科目で講義される内容

に関連するテーマを中心に各種の実験を行う。

この実験内容は、４年次での卒業研究時の実験

の基本ともなり、極めて重要である。 
 学習・教育目標では、B-3（修得した知識に

基づいて未知の課題を見いだし、その解決手法

をデザインして、自発的に計画・実行できる。），

C-2（日本語や外国語を用いて、論理的な記述、

プレゼンテーション、およびコミュニケーショ

ンを行うことができる。），C-3（国内外の技術

者や関係者と協力しあって、課題の解決をめざ

すことができる。）に相当する。 

 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
 本科目は、学習・教育到達目標の B-3, C-2, 
C-3 に位置づけられる。 
 具体的には、以下の項目を身につけることを

目標とする。 
1. 実験の目的、方法を正しく理解して実験を

行い、レポートに記述できる。（有－１〜５） 
2. 実験およびその結果を有機化学・高分子化

学の理論と照らし合わせ、整理・解析できる。

（有－１〜５） 
3. グループで自ら、実験を計画し、それを遂

行することができる。（有－６） 
4. 口頭試問や口頭発表において、実験結果や

考察を正確に伝えることができる。（有－６） 
 
【授業項目】 
(1) 実験説明会（岡内辰夫、北村充、森本浩之、

下岡弘和、吉田嘉晃） 
(2) 有－１ 安息香酸メチルの合成（岡内辰夫） 
(3) 有－２ Grignard 試薬を用いたトリフェ

ニルメタノールの合成（森本浩之） 
(4) 有－３ 安息香酸メチルのニトロ化（北村

充） 
(5) 有－１、２、３のまとめと試問（岡内辰夫、

森本浩之、北村充） 
(6) 有－４ ポリ酢酸ビニルおよびポリビニル

アルコール（吉田嘉晃） 
(7) 有－５ D-ロイシンの合成（下岡弘和） 
(8) 有－４、５のまとめと試問（吉田嘉晃、下

岡弘和） 
(9) 有－６ 標的化合物の合成１（標的化合物

の決定･合成計画立案）（岡内辰夫、北村充、森

本浩之、下岡弘和、吉田嘉晃） 
(10) 有－６ 標的化合物の合成２（合成計画に

基づく実験実施案作成）（岡内辰夫、北村充、

森本浩之、下岡弘和、吉田嘉晃） 
(11) 有－６ 標的化合物の合成３（合成実験実

施１週目）（岡内辰夫、北村充、森本浩之、下

岡弘和、吉田嘉晃） 
(12) 有－６ 標的化合物の合成４（合成実験実

施２週目）（岡内辰夫、北村充、森本浩之、下

岡弘和、吉田嘉晃） 
(13) 有－６ 標的化合物の合成５（合成実験実

施３週目）（岡内辰夫、北村充、森本浩之、下

岡弘和、吉田嘉晃） 
(14) 実験のまとめとレポート作成（岡内辰夫、

北村充、森本浩之、下岡弘和、吉田嘉晃） 
(15) 実験結果の口頭発表（岡内辰夫、北村充、
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森本浩之、下岡弘和、吉田嘉晃） 
 
【授業の進め方】 
 授業項目に従って行う。但し、受講者をグル

ープに分け、ローテーションによって各テーマ

の実験を行うので、テーマの進行順はグループ

毎に異なり、上記の順番とは限らない。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実験 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
 実験を開始した日から１週間以内に、各実験

テーマそれぞれに対してレポートを作製し提

出すること。その実験内容に応じて各担当教官

から、課題の提出、面接による指示などが行わ

れるので、これに従いレポートを完成させる。 
 また、有－６に関しては、班単位でのプレゼ

ンテーションを行い、評価に加える。 
 各実験テーマについて、レポートの内容、実

験内容に対する理解度、実験態度を総合的に判

定して評価する。全実験テーマのすべてについ

て完成したレポートが提出されていなければ、

合格とならない。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・実験の目的、方法を正しく理解して実験を行

い、レポートに記述できる。 25％ 
・実験およびその結果を有機化学・高分子化学

の理論と照らし合わせ、整理・解析できる。

 25％ 
・グループで自ら、実験を計画し、それを遂行

することができる。 25％ 
・口頭試問や口頭発表において、実験結果や考

察を正確に伝えることができる。 25％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
 実験手引き書を予め読み、ノートにまとめて

おくこと。 
 用いる薬品の安全性・物性・取扱法等を調べ

ておくこと。 
 用いる器具の名称、使用法を調べておくこと。 
 実験操作の意義・実施方法等を調べておくこ

と。 
 これらの準備学習として，週に１時間確保す

ること。 
 

【予習時間の目安】 
 
週 １ 時間 
 
【キーワード】 
求核付加脱離反応、Grignard 試薬、芳香族求

電子置換反応、ニトロ化、重合、旋光度、Walden
反転、赤外吸収スペクトル 
 
【教科書】 
この実験専用に書き下ろされた実験指針書を

各自ダウンロードし，利用すること。 
 
【参考書】 
１）クライン有機化学（東京化学同人）（有－

１～３、５、６）437/K-22/2-1,2-2 
２）マリンス有機化学（東京化学同人） 
437/Mu29/1,2 
３）「高分子化学 1」（中條善樹）丸善（有－１

～４）431.9/K-42/1 
４）「有機化学実験のてびき１」化学同人（有

－１～６）432.9/Y-1/1 
５）「第 7 版 実験を安全に行うために」化学同

人 432.1/K-2/1-7 
６）「第 3 版 続 実験を安全に行うために」化

学同人 432.1/K-2/2-3 
 
【備考】 
【履修上の注意事項】 
 単位を修得するためには、すべての実験テー

マについてレポートを完成し合格することが

必要であるので注意すること。 
 実験室内では防護メガネを必ず着用するこ

と。 
 実験では、劇物を扱うので、取り扱いには十

分注意し帳簿に使用量を記録すること。 
 実験では、加熱ヒーターを使用するものがあ

るので、担当教官の指示によく従い、安全に充

分注意すること。 
 実験の廃液は指定されたポリタンクに廃棄

すること。 
【オフィスアワー等】 
 各担当教官によって異なるため、実験時に各

教官に尋ねること。 
【実務経験のある教員による授業科目】 
本科目は、実務経験のある教員による授業科目

である。 
各実験や安全面に関連した企業現場での状況

等についても合わせて紹介する。 
【授業担当教員への連絡方法】 
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岡内辰夫：okauchi@che.kyutech.ac.jp 
北村 充：kita@che.kyutech.ac.jp 
吉田義晃：

yoshida.yoshiaki951@mail.kyutech.jp 
下岡弘和：shimooka@che.kyutech.ac.jp 
森本浩之：morimoto@che.kyutech.ac.jp 
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8（科目名：応用化学実験Ⅳ（ [Applied 
Chemistry Laboratory Ⅳ] ） 
担当教員：山村方人 他 
対象学年：３年  開講時期：後期（3Q～4Q）  

クラス： 
曜日・時限：  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
応用化学の種々の専門分野における基礎的な

実験の操作法や測定法などに習熟することは

重要である。また、研究実験を行うにあたって

は、これらの実験方法を選択、改良し、組み合

わせて目的に合致した実験方法を構築するこ

とがしばしば必要となるので、これらを経験す

ることも極めて重要である。本実験を通して現

象を観察し深く考察することによって、各教科

で学習した内容の理解が深められる。 
・授業の目的 
応用化学に関する実験を行い、実験を通して化

学の理解を深めることを目的とする。本実験で

は、主として無機化学、化学工学の各分野に関

する実験を行い、基礎的な実験の操作法や測定

法などの習熟に加えて、観察した現象を深く考

察できる能力を身に付ける。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
１、２年次で履修する「化学実験」、「応用化学

実験Ⅰ」、「応用化学実験ⅡＡ」、「応用化学実験

ⅡＢ」の各実験での経験と習熟を基礎とし、「化

学Ⅱ」、「応用化学基礎」、「無機化学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」、

「化学工学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」、「分析化学」の各科目

で講義される内容に関連するテーマを中心に

各種の実験を行う。この実験内容は、４年次で

の卒業研究時の実験の基本ともなり、極めて重

要である。 
  
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、学習・教育目標では、B-4、C-2 に

相当する。以下の項目を身につけることを目標

とする。 
1. 無機化学、化学工学分野関連の講義内容の

理解を深めながら(e)、実験目的を理解して、

グループで協働し(i)，正しく計画的に実験操作

や測定を行う(h)能力 
2. 講義内容や実験説明会の内容と照らし合わ

せて、実験結果を整理・解析する(e)能力 
3. 文献調査等による自主的な学習に基づいて、

実験結果に考察を加え(e)、適切な科学的表現

で、実験レポートを作成する(f)能力 
4. グループ毎のプレゼンテーションまたはデ

ィスカッション(i)において、実験目的または結

果・考察を正確かつ論理的に述べる(f)能力 
 
【授業項目】 
第１回 化学工学実験説明会 実験上の注意点

や背景となる理論を理解する 
第２回 化－１ 臨界レイノルズ数と管路の圧

損失、馬渡佳秀 流動現象の基礎を理解する 
第３回 化－２ 気相拡散係数の測定、山村方

人 拡散現象の基礎を理解する 
第４回 化－３ 単蒸留、馬渡佳秀 分離操作の

基礎を理解する 
第５回 化－４ 強制対流伝熱、齋藤泰洋 伝熱

現象の基礎を理解する 
第６回 実験のまとめとレポート作成（化－１

～４） 指針書に指定された課題の意図を理解

する 
第７回 ディスカッション 諮問により実験内

容の理解を深める 
第８回 無機化学実験説明会 実験上の注意点

や背景となる理論を理解する 
第９回 無機－１ 四端子法による電子伝導評

価、植田和茂 電子伝導の基礎を理解する 
第 10 回 無機－２ 酸化物薄膜の作製と光透

過率測定、植田和茂 酸化物特性の基礎を理解

する 
第 11 回 無機－３ セラミックスの誘電率測

定、下岡弘和 誘電特性の基礎を理解する 
第 12 回 無機－４ セラミックスガスセンサ

ー、城崎由紀 ガスセンシングの基礎を理解す

る 
第 13 回 実験のまとめとレポート作成（無機

－１、２） 指針書に指定された課題の意図を

理解する 
第 14 回 実験のまとめとレポート作成（無機

－３、４） 指針書に指定された課題の意図を

理解する 
第 15 回 ディスカッション 諮問により実験内

容の理解を深める 
 
【授業の進め方】 
応用化学実験Ⅳは化工系（前半）と無機系（後

半）で構成される。 
実験を開始した日から１週間以内に、各実験テ

ーマそれぞれに対してレポートを提出する。そ
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の実験内容に応じて各担当教員から、課題の提

出、面接による指示などが行われるので、これ

に従いレポートを完成させる。 
レポートの書き方，提出期限は各実験のトピッ

クス/指針書等を確認すること。 
但し、受講者をグループに分け、ローテーショ

ンによって各テーマの実験を行うので、テーマ

の進行順はグループ毎に異なり、上記の順番と

は限らない。実験説明会と実験のまとめ、レポ

ート作成は合わせて３週分に相当し、随時、実

験時間の内外に設定される。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
実験 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
各実験テーマについて、レポートの内容、実験

内容に対する理解度、実験態度を総合的に判定

して評価する。また、各実験で行われるプレゼ

ンテーションやディスカッションに関しても、

これを評価に加える。評価基準の割合は実験テ

ーマにより異なる場合があるので各担当教員

の指示に従うこと。全実験テーマに共通して、

完成したレポートが提出されていなければ、合

格とならない。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
実験態度（十分に予習をして実験に望んでいる

か）（定められた計画に従い実験/デスカッショ

ンを開始・実行しているか）（正しい実験操作

を行っているか）（グループで協働し実験操作

を行っているか）10% 
レポートの内容（実験目的を背景から明瞭に述

べているか）（実験結果を正確かつ分かりやす

くまとめているか）（文献調査等による自主的

な学習に基づいて、実験結果を論理的に考察で

きているか）（適切な科学的表現が用いられて

いるか）（指示された期限内に提出しているか）

80% 
各実験で行われるプレゼンテーションやディ

スカッション（実験目的または結果・考察を正

確かつ論理的に述べることができるか）10% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
準備学修（予習）として、実験テーマ毎に 2 時
間確保すること。 

 配布された実験指針書の該当箇所を、事前に

必ず一読し、実験内容を良く理解した上で出席

すること（馬渡） 
 実験指針書を事前に熟読し、行うべき実験操

作とその注意点を予め実験ノートにまとめた

上で出席すること（山村） 
 実験指針書を読み、実験前に必要な調査や予

習レポートの提出を行ったうえで、実験に臨む

こと。（植田・城崎・下岡） 
 
【予習時間の目安】 
週 ２ 時間 
 
【キーワード】 
流動、伝熱、拡散、電気伝導率、酸化物薄膜、

誘電率、ガスセンサー 
【教科書】 
この実験専用に書き下ろされた実験指針書が

配布される。 
【参考書】 
１）「現代化学工学」（橋本健治、荻野文丸）産

業図書（化－１～４）571/H-12 
 ２）実験化学講座２第５版「基礎編物理化学

上」（日本化学会）丸善（無機ー１）432/J-6/2 
 ３）物理工学実験５「薄膜の基本技術」（金

原 粲）東京大学出版（無機－２）431.8/K-9 
 ４）「チタバリ系半導体」（エレセラ出版委員）

技献（無機－３）549.1/E-3 
 ５）「セラミックセンサ」（エレセラ出版委員）

技献（無機－４）573/E-1 
 
【備考】 
【履修上の注意事項】 
コロナ感染防止のため一部内容を変更する可

能性があるので、Moodle に記載の内容を必ず

確認すること。 
 単位を修得するためには、すべての実験テー

マについてレポートを完成し合格することが

必要であるので注意すること。 
 実験室内では防護メガネを必ず着用するこ

と。 
 実験では、劇物を扱うので、取り扱いには十

分注意し帳簿に使用量を記録すること。 
 実験では、ガスボンベや加熱ヒーターを使用

するものがあるので、担当教官の指示によく従

い、安全に充分注意すること。 
 実験の廃液は指定されたポリタンクに廃棄

すること。 
【オフィスアワー等】 
 各担当教官によって異なるため、実験時に各
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教官に尋ねること。 
【実務経験のある教員による授業科目】 
 本科目は、実務経験のある教員による授業科

目である。（植田・下岡） 
 無機化学物質の材料研究・開発に携わった実

務経験をもとに、研究開発現場で行われる機能

性物質の合成および電子・光物性値の評価を体

験させ、専門科目の講義で学習した内容を実践

的に再学習しながらその理解を深めてもらう。 
【授業担当教員への連絡方法】 
別途 Moodle で通知する 
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科目名：材料物性学基礎（ Introduction to  
Solid State Physics ） 
担当教員：堀部 陽一 
対象学年：2 年  開講時期：1Ｑ 
クラス：01 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
材料コースに設置されている材料物性学や固

体物性論など、固体物理学系講義の導入的講義 
 
・授業の目的 
本講義では、材料工学を学ぶ出発点として、主

に材料の構造や物性、現象、基本的な考え方な

どの概要を紹介し、次学期以降の材料物性関連

の導入部分とすることに重点を置く。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
関連する学習・教育到達目標：D（材料コース） 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
具体的には、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. 材料工学の基礎となる材料の構造を理解し

説明することができる。 
2. 材料の基本的な物性を理解し説明すること

ができる。 
3. 材料に起こる様々な現象を理解し説明する

ことができる。 
4. 材料工学の社会に対する役割を理解し説明

することができる。 
 
【授業項目】 
(1) 概論 
(2) 原子の構造と原子間結合 
(3) 結晶学の基礎 
(4) 結晶性固体の構造 
(5) 電気的性質Ⅰ 
(6) 電気的性質Ⅱ 
(7) 電気的性質Ⅲ 
(8) 熱的性質 
(9) 磁性Ⅰ 
(10) 磁性Ⅱ 
(11) 光学的性質 
(12) セラミックスの性質 
(13) 複合材料の性質 

(14) 材料工学と社会 
(15) 総括 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
教科書に沿って、スライドと板書を併用しなが

ら講義を行う。専門用語および基礎概念の理解

を念頭に置いて講義する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
期末試験で 60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
  ・期末試験 100％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
各回に指示のある教科書の該当箇所について

事前に読んでおくこと。準備学修（予習）とし

て、週に４時間確保すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 4 時間 
 
【キーワード】 
材料、物性、結晶、電気特性、熱伝導、磁性、

光学特性、微視的構造、セラミックス、複合材

料 
 
【教科書】 
William D, Callister, Jr: Materials Science 
and Engineering: an Introduction （Wiley） 
501.4/C-11 
 
【参考書】 
北田正弘： 新訂初級金属学（内田老鶴圃）

563/K-13/2 
佐久間健人、井野博満： 材料科学概論（朝倉

書店）501.4/S-37/1 
藤田英一： 金属物理（アグネ技術センター）

563.6/F-7 
C. Kittel ：  固 体 物 理 学 入 門 

428.4/K-5-8/1&2 
【備考】 
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受講者は授業内容の予習・復習を十分に行うこ

と。また、授業時間外は図書館の参考書あるい

は web の資料などで関連の勉強を行い、理解

を深めること。 
オフィスアワーの時間帯等についての詳細は、

教育研究６号棟１階掲示板の《工学科材料コー

ス全教員オフィスアワー案内・一覧》を見るこ

と。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：応用解析（Applied Analysis） 
担当教員：若狭 徹 
対 象 学 年 ： ２ 年   開 講 時 期 ： 前 期     

クラス：数物コース 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
物理学ⅡＢで学習する電場・磁場といった重要

な概念は、数学的には空間や時間変数に依存す

る多変数関数、あるいは多変数のベクトル値関

数として表される。これらを数学的に解析する

ための枠組みを学ぶことは、物理系科目のより

深い理解において必須である。  
・授業の目的 
本科目では、微分積分、線形代数のアドバンス

ドコースとして、物理学や工学分野で広く用い

られるベクトル解析の基礎的事項について講

義を行う。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到達

目標の（D）に位置づけられる。具体的には、

フーリエ解析について、以下の項目を身につけ

ることを目標とする。 

1. スカラー場やベクトル場に作用する微分

演算子（勾配・発散・回転）の基本知識と

計算力を身に着ける。 

2. 解析的アプローチによる曲線、および曲線

上の線積分の概念を習得し、その基本知識

と計算力を身に着ける。 

3. 解析的アプローチによる曲面、および曲面

上の面積分の概念を習得し、その基本知識

と計算力を身に着ける。 

4. 線積分、面積分および体積分と重積分の関

係、ベクトル値関数に関する積分定理につ

いて学習し、さらにこれらが電磁気学や流

体力学の基礎モデリングにどのように利

用されているか理解する。 

5. 本科目において 1 年次に学習した解析学、

線形代数学の実践を行うことで、知識・理解や

計算力の向上などの理系の素養を身に着ける。 
 
【授業項目】 
(1) 解析学、線形数学の復習 
(2) 勾配と発散 
(3) 回転、ラプラシアン 
(4) 場の微分演算の演習 
(5) スカラー場の線積分 
(6) ベクトル場の線積分 
(7) 線積分の演習 
(8) 中間試験 
(9) 曲面とベクトル表示 
(10)面積分の定義と例 
(11)面積分の演習 
(12)Gauss の発散定理 
(13)Stokes の定理 
(14)ベクトル解析と数理モデリング 
(15)積分定理の演習 
(16)定期試験 
 
【授業の進め方】 
講義の進度に応じて、授業時間内に演習を行っ

たりレポートの提出を課す。これに関し、講義

資料として演習問題等を配布する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型およびオンデマンド型を併用 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
試験（中間及び期末、計 80％）および演習レ

ポート（20％）で評価する。60 点以上を合格

とする。工学部学修細則第 23 条に基づき成績

の修正を行なうことがある。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・中間試験と期末試験のうち得点が高い方の

得点 50％ 
 ・中間試験と期末試験のうち上記に該当しな

い方の得点 30％ 
 ・レポート課題 20％ 
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【授業外学習(予習・復習)の指示】 
準備学修（予習）の時間として、週に 2 時間

確保すること。 
１）授業計画を参考に、教科書の該当箇所を事

前に読んでおくこと。 
２）授業で学んだことについて、教科書の問題

を解くことなどにより理解を確かめること。 
３）図書館で、参考図書（解析学や微分・積分

をキーワードとして探す）を参照し、理解を深

めること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
スカラー場、ベクトル場、勾配・発散・回転、

線積分、面積分、Gauss の定理、Stokes の定

理 
 
【教科書】 
特定のテキストを使用せず、主に配布資料によ

り講義を行う． 
 
【参考書】 
１．ベクトル解析入門（小林亮、高橋大輔共著

、東京大学出版会）414.7||K-38 

２．電磁場とベクトル解析（深谷賢治著、岩波

書店）410.8||I-2-2||13 
 
【備考】 
解析学および線形数学の基本的知識を有して

いることを前提とする． 

 
【授業担当教員への連絡方法】 
wakasa@mns.kyutech.ac.jp 

-39-

mailto:wakasa@mns.kyutech.ac.jp


科目名：幾何学（Geometry） 
担当教員：野田 尚廣  
対象学年：2 年 開講時期：前期 クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
我々の身近にはさまざまな曲線・曲面が存在し、

これらを数学的に定式化した学問である曲線・曲

面論は、種々の力学を中心とした数理物理学や工

学の各方面に幅広い応用性をもつ。 
 
・授業の目的 
本講義では、解析学と線形代数学を土台に、微分

方程式と代数学における知識も活用し、曲線と曲

面の数学的特徴づけを、豊富に存在する具体的な

モデルとともに学ぶ。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
本科目は、幾何学(曲線曲面論)の基礎事項に

ついて、以下の項目を身につけることを目標と

する。 
1. パラメータ表示を通して、様々な曲線・曲

面を、具体的な数式を用いて表示できる。 

2. 平面曲線または空間曲線について、曲線の

長さ、弧長パラメータ表示、正規直交標構、曲

率(ならびに捩率)といった諸概念を理解する。

さらには、具体的なモデルを通して、これらの

幾何学的量を算出することができる。 

3. 空間曲面について、曲面の面積、第一基本

形式・第二基本形式、ガウス曲率・平均曲率と

いった諸概念を理解する。さらには、具体的な

モデルを通して、これらの幾何学的量を算出す

ることができる。 

  
 

【授業項目】 
(1) 予備知識の確認１（解析学と線形代数学の基

礎知識） 
(2) 予備知識の確認２（微分方程式と代数学の基

礎知識） 
(3) 平面曲線の導入 (パラメータ表示） 
(4) 平面曲線の長さと弧長パラメータ表示 
(5) 平面曲線の曲率（合同不変性、平面曲線の基

本定理） 
(6) 空間曲線の導入（パラメータ表示ならびに曲

線の長さ） 
(7) 空間曲線の曲率と捩率（合同不変性、空間曲

線の基本定理） 
(8) 演習 

(9) 空間曲面の導入（パラメータ表示） 
(10) 曲面上の曲線の長さ、曲面の第一基本形式 

(11) 曲面上の法線ベクトル場、曲面の面積と第二

基本形式 
(12) 曲面のGauss曲率、平均曲率 
(13) 曲面上の曲線の長さと曲面の曲率との関係

性 
(14) 発展的話題（高次元の世界へのいざない） 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面およびオンライン（対面が半数以上） 

 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
 
・オンライン授業の形式 
 オンデマンド型のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
演習(レポート)、中間試験、期末試験によって

総合的に評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・レポート課題 30％ 
・中間試験 30％ 
・期末試験 40％ 
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【授業外学習(予習・復習)の指示】 
授業で扱った内容について、演習問題を解くな

ど復習を中心とした学習を推奨する。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
曲線、曲面、長さ、面積、曲率 
 
【教科書】 
特になし 
 
【参考書】 
梅原 雅顕、山田 光太郎：曲線と曲面 (改訂版) 

－微分幾何的アプローチ－（裳華房） 

 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：応用線形代数（ Applied Linear 
Algebra） 
担当教員：野田 尚廣 
対象学年：2 年 開講時期：前期 クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
線形数学 Aでは「空間ベクトルと行列の基礎理

論」を、線形数学 B では「主に座標空間を舞台

とした、線形空間と線形変換の基礎理論」を学

んだ。線形代数学の工学への幅広い応用性・有

用性を認識するためには、上記以外の発展的内

容も含んだ、線形代数学のより深い理解が求め

られる。 

 
・授業の目的 
本講義では、線形数学 A・B で学んだ基礎知識

の定着(演習)に加え、より高度な知識・技術の

習得、さらには他科目(他分野)への応用性も視

野に入れつつ、線形代数学の強化に取り組む。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
本科目は、以下の能力を身につけることを目

標とする。 
1. 代数学の基本的なテーマの一つである抽象

ベクトル空間の理論を学ぶ。 
2. 線形写像の表現行列を求めることができる。 
3. 与えられた線形写像に対し、固有ベクトル

を求めることができる。 
4. 広義固有空間から標準形を与える基底を求

めることができる。 
 
【授業項目】 
(1) 数ベクトル空間 
(2) ベクトル空間と線形写像 

(3) 演習（ベクトル空間） 
(4) 商空間・直和・双対空間 

(5) 標準基底に関する線形写像の表現行列 
(6) 線形写像の表現行列 
(7) 演習（表現行列） 
(8) 固有値・固有空間 

(9) 行列の三角化・対角化 
(10) 演習（対角化）  
(11) 広義固有空間  
(12) 冪零行列の標準形 
(13) ジョルダン標準形 
(14) 演習（ジョルダン標準形） 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面およびオンライン（対面が半数以上） 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義  
 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
 
・オンライン授業の形式 
 オンデマンド型のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
演習(レポート)、中間試験、期末試験によって

総合的に評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・レポート課題 30％ 
・中間試験 30％ 
・期末試験 40％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
授業内容の復習を通じて理解を深めること。演

習問題を解くことを推奨する。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
抽象ベクトル空間、線形写像の表現行列、行列

の標準化 

 
【教科書】 
特になし 
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【参考書】 
松坂和夫：線形代数入門（岩波書店） 

 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：代数学（Algebra） 
担当教員：平之内 俊郎 
対象学年：２年  開講時期：後期  クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
群論は、自然界に見られる様々な「対称性」を

数学的に取り扱う理論である。その起源はガロ

ア理論や幾何学の研究にあり、現代では物理学、

科学、暗号理論など様々な分野で応用されてい

る。 
 
・授業の目的 
群論の基本的な概念と理論を習得し、具体的な

例を通してその応用力を身に付けることを目

的とする。抽象代数学の考え方・手法を身に付

ける。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
本科目は、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. 剰余類の計算を通じて、群の基礎概念を身

につける。 
2. 群の準同形定理を正しく理解し、証明を行

うことができる。 
3. 対称群の計算を通じて、共役類や正規部分

群を決定する方法を習得する。 
 
【授業項目】 
(1) 同値関係・商集合 
(2) 合同式・フェルマーの小定理 
(3) 写像・逆写像 
(4) 演習（合同式） 
(5) 群・アーベル群 
(6) 部分群 
(7) 剰余類分解 
(8) 正規部分群と商群 
(9) 演習（群） 
(10) 準同形 

(11) 自己同形・共役 
(12) 巡回群 
(13) 置換群 
(14) 演習（準同形） 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面のみ 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験および期末試験によって総合的に評

価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・中間試験：50％ 
・期末試験：50％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
授業で扱った内容について、演習問題を解くな

ど復習を中心とした学習を推奨する。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
群論、準同形、対称性、代数学、商群、部分群 
 
【教科書】 
特になし 
 
【参考書】 
松坂和夫：『代数系入門』（岩波書店） 
 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：集合と論理 I（Sets and LogicⅠ） 
担当教員：藤田 敏治 
対象学年：2 年  開講時期：後期  クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
Cantor は、集合演算や写像、集合における同

値関係や順序関係、濃度などの概念を初等的集

合論としてまとめあげた。現代における高等数

学は、全て集合論の言語を通して記述されてい

る。 

 
・授業の目的 
本講義では、現代数学の基盤となる論理およ

び集合論の基礎を学習し、抽象概念に対する理

解力を高める。また、論理的な思考力および記

述力を育成し、他の専門的な数学科目への橋渡

しを行う。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
関連する学習・教育到達目標： 
(D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる 
(F) 日本語や外国語を用いて, 論理的な記述, 
プレゼンテーション, およびコミュニケーシ

ョンを行うことができる 
(G) 急速な科学技術の進歩に追従するための

地道な知識習得を継続的に行う実務能力をも

つ 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の(D),(F),(G)に位置づけられる。 
本科目は、以下の能力を身につけることを目

標とする。 
1. 集合の記述法および演算等について理解す

る 

2. 関数・写像の概念を理解する。 

3. 同値関係や順序関係の概念を理解する。 

4. 集合の濃度について理解する。 

5. 論理的な思考力や記述力を習得する。 
 
【授業項目】 

(1) 論理式 
(2) 集合の記法・集合の相等 
(3) 部分集合・包含関係 
(4) 集合の基本演算 
(5) 集合の直積 
(6) 集合の諸概念 
(7) 数の集合・関数 
(8) 対応・写像 
(9) 像と逆像 
(10) 全射と単射 
(11) 関係 
(12) 同値関係 
(13) 順序関係 
(14) 集合の濃度 
(15) 可算集合と非可算集合 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
講義の進度に応じて、小テストやレポート提出

を課す。講義資料として演習問題等を配布する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
小テスト・レポート・期末試験により評価する 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・小テスト 30％ 
・レポート 30％ 
・期末試験 40％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
事前配布資料がある場合は、授業前に必ず一度

目を通しておくこと。授業後は、授業内容の復

習を通じて理解を深めること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
集合、写像、同値関係、順序関係、集合の濃度 
 
【教科書】 
授業中に適宜資料を配布する 
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【参考書】 
集合・位相入門（松坂和夫著、岩波書店） 

集合への 30 講（志賀浩二著、朝倉書店） 

 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
LiveCampusまたはMoodleコースにて通知す

る。 
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科目名：集合と論理 II（Sets and LogicⅡ） 
担当教員：鈴木 智成 
対象学年：３年  開講時期：前期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
 高校数学では、実数の定義や極限の定義をせ

ずに理論展開をしているため、直観にたよる数

学になっている。 
・授業の目的 
 本講義では、『集合と論理 I』で学んだ事柄

を深化させた事柄を学ぶ。命題論理・述語論理

について深く学び、それを用いて数について学

ぶ。特に実数が内包する事柄を厳密に習得する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
関連する学習・教育到達目標： 
(D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる 
(F) 日本語や外国語を用いて, 論理的な記述, 
プレゼンテーション, およびコミュニケーシ

ョンを行うことができる 
(G) 急速な科学技術の進歩に追従するための

地道な知識習得を継続的に行う実務能力をも

つ 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
 本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の(D),(F),(G)に位置づけられる。 
 本科目は、以下の能力を身につけることを目

標とする。 
1. 述語論理・命題論理について理解しする。 
2. 数の概念について厳密に理解する。 
3. 完備性とコンパクト性の概念を理解する。 
4. 連続性の概念を厳密に理解する。 
5. 論理的な思考力や記述力を習得する。 
 
【授業項目】 
(1)  命題論理（１）：論理記号の定義・真理値

表・論理式 
(2)  命題論理（２）：対偶・ドモルガンの法則・

推論 
(3)  述語論理（１）：全称命題・存在命題 
(4)  述語論理（２）：否定命題 

(5)  述語論理（３）：証明への応用第６回：自

然数 
(6)  数学的帰納法 
(7)  整数・有理数・複素数 
(8)  中間試験 
(9)  実数 
(10) 収束 
(11) 完備性 
(12) コンパクト性（１次元） 
(13) 連続性 
(14) 超限帰納法 
(15) 選択公理 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
 講義形式で実施する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

中間試験、期末試験、演習レポートにより評

価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
 中間試験、期末試験、演習レポートにより評

価する。 
 ・レポート 30％ 
 ・中間試験 35％ 
 ・期末試験 35％ 
60 点以上を合格とする． 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
 講義の内容を理解し、不明な点は適宜質問す

ること。演習レポートや配布プリントにある演

習問題を解くこと。 
 
【予習時間の目安】 

週２時間 
 
【キーワード】 
 命題論理、述語論理、数、完備性、コンパク

ト性 
 
【教科書】 
 授業中に適宜資料を配布する 
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【参考書】 
 集合・位相入門（松坂和夫著、岩波書店） 
 集合への 30 講（志賀浩二著、朝倉書店） 
 
【備考】 
 特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：フーリエ解析（[Fourier Analysis]） 
担当教員：紅村 冬大 
対象学年：３年  開講時期：前期(１〜２Ｑ)  
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
 振動・波動や熱などの物理現象を数学的に扱
う際には, Fourier 級数や Fourier 積分の考え
方は非常に有用である. これらを数学的に取
り扱う Fourier 解析学は, 古典物理学にとど
まらず, 量子力学, 通信工学などの幅広い応
用を持つ. 
・授業の目的 
 本講義では物理学や工学分野で広く用いら
れるフーリエ解析の基礎的事項について学習
する. Fourier 級数や Fourier 変換の実用的な
計算に留まらず, その収束の様相について解
析学の立場から厳密に述べる. 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け
（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目
標との関連）】 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との
関連） 
 本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到
達目標の（D）に位置づけられる。具体的には、
フーリエ解析について、以下の項目を身につけ
ることを目標とする。 
1.数列の極限や無限級数、連続関数や関数列の
一様収束など、数物コース専門科目としてのア
ドバンスドな解析学の基礎事項を習得する． 
2.Fourier 級数の基礎について、具体的な計算
などの実践面と収束に関する議論を要する理
論面の両観点から理解する． 
3. Fourier 積分、Fourier 変換の基礎につい
て、具体的な計算などの実践面と収束に関する
議論を要する理論面の両観点から理解する． 
4.偏微分方程式の解法や工学への応用など、
Fourier 解析の応用を理解する． 
 
【授業項目】 
(1)数列の極限と完備性  
(2)無限級数の収束・発散  
(3)関数列、関数項級数の収束概念（１）連続
関数の性質と一様収束  
(4)関数列、関数項級数の収束概念（２）関数
項級数の一様収束と極限操作の順序交換  
(5)関数列、関数項級数の演習  
(6)Fourier 級数の定義と例  
(7)いろいろな Fourier 級数  
(8)Fourier 級数の演習  
(9)Fourier 級数の収束理論  
(10)Fourier 積分、Fourier 変換の導入 
(11)いろいろな Fourier 変換 
(12)Fourier 変換の基本性質 
(13)Fourier 変換の演習 
(14)Fourier 級数、Fourier 変換の応用（１）

偏微分方程式への応用 
(15) Fourier 級数、Fourier 変換の応用（２）
その他の話題 
定期試験 
 
【授業の進め方】 
講義形式で実施する． 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型およびオンデマンド型を併用 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験，期末試験，演習レポートにより評価
する． 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・中間試験 40% 
・期末試験 40% 
・レポート課題 20% 
60 点以上を合格とする． 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
講義の内容を理解し、不明な点は適宜質問する
こと．演習レポートや配布プリントにある演習
問題を解くこと． 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
関数列、フーリエ級数、フーリエ変換 
 
【教科書】 
特定のテキストを用いず、主に配布資料により
講義を行う． 
 
【参考書】 

１．フーリエ解析入門（エリアス・M. スタイ
ン, ラミ・シャカルチ著 ; 新井仁之 [ほか] 
訳、日本評論社）413.5||S-100 
２．理工系の数学入門コース フーリエ解析
（大石進一著、岩波書店）413.5||O-14 
３．フーリエ解析の基礎と応用（倉田和浩著、
数理工学社）413.5||K-87 
４．フーリエ解析と偏微分方程式入門（壁谷喜
継緒、共立出版）413.5||K-88 

【備考】 
微分積分について、ある程度の知識を有してい
ることを前提とする． 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：離散数理工学（Discrete Mathematical 
Engineering） 
担当教員：大輪 拓也 
対象学年：3 年  開講時期：後期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景：モノとそれらの関係を抽象化し

て扱うグラフ理論は、数学や情報科学において

重要である。 
・授業の目的：グラフ理論の基礎を学び、グラ

フ理論の代表的な問題を紹介する。また、それ

らの問題を解くアルゴリズムも学ぶ。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）（E）に位置づけられる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）（E）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
E) 科学・技術とそれを用いる人間の間のイン

ターフェースの意義を理解し, 簡潔で美しい

解決法を追求できる。 
具体的には、以下の項目を身につけることを

目標とする。 
1. グラフ理論の基礎を習得する。 
2. グラフ理論の代表的な問題を理解する。 
3. グラフ理論の問題を解くアルゴリズムを理

解する。 
 
【授業項目】 
(1) グラフとパズル 
(2) グラフの定義 
(3) 次数と握手定理 
(4) 各種グラフとグラフの演算 
(5) グラフのコンピュータ表現 
(6) 小道、道、回路、閉路、成分 
(7) グラフの連結度と辺連結度 
(8) 最短経路問題 
(9) オイラー回路と郵便配達人問題 
(10) ハミルトン閉路と巡回セールスマン問題 
(11) 木の定義と基本的な性質 

(12) 木の中心と重心 
(13) ラベル木の数え上げ 
(14) 根付き木と木の同型判定 
(15) 期末試験 
(16) 期末試験の解説と全体まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面およびオンラインで行う。Moodle を併用

する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
・オンライン授業の形式 
 オンデマンド型のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
小テストと試験で評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・小テスト：60％ 
・中間試験：20％ 
・期末試験：20％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
授業内容の復習を通じて理解を深めること。演

習問題を解くことを推奨する。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
グラフ理論、アルゴリズム 
 
【教科書】 
加納 幹雄「情報科学のためのグラフ理論」（朝

倉書店）ISBN：978-4-254-11424-9 
 
【参考書】 
特になし 
 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：関数解析（Functional Analysis） 
担当教員：鈴木 智成 
対象学年：３年  開講時期：前期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
 解析学Ａ・Ｂ、線形数学Ａ・Ｂを基礎として、

関数解析学の初歩を学ぶ。関数解析学の基本的

な事項を修得し、幾つかの応用例を通してその

有用性を理解する。 
・授業の目的 
 有限次元ベクトル空間の概念を一般化した

距離空間・バナッハ空間・ヒルベルト空間につ

いて、定義、例、基本的な性質について講義す

る。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。また，本科

目は解析学Ａ・Ｂ、線形数学Ａ・Ｂの内容をよ

り深める科目である。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
 本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。具体的には、

関数解析について、以下の項目を身につけるこ

とを目標とする。 
1.距離空間の基本的な性質について理解する。 
2.バナッハ空間・ヒルベルト空間の基本的な性

質について理解する。 
3.論理的な思考力や抽象的な思考力を習得す

る。 
 
【授業項目】 
(1)  距離空間（１）：定義・例・諸概念 
(2)  距離空間（２）：収束性・連続性 
(3)  距離空間（３）：完備性 
(4)  線形空間 
(5)  ノルム空間 
(6)  内積空間（１）：定義・例・諸概念 
(7)  内積空間（２）：基底・正規直交系 
(8)  内積空間（３）：フーリエ級数 
(9)  有界線形作用素（１） 
(10) 有界線形作用素（２） 
(11) 行列とベクトルのノルム 

(12) バナッハ空間とヒルベルト空間（１）：定

義・例・諸概念 
(13) バナッハ空間とヒルベルト空間（２） 
(14) 凸射影定理と直交射影定理（１） 
(15) 凸射影定理と直交射影定理（２） 
 
【授業の進め方】 
 講義形式で実施する。 

 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

中間試験、期末試験、演習レポートにより評

価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
中間試験、期末試験、演習レポートにより評価

する。 

 ・レポート 30％ 
 ・中間試験 35％ 
 ・期末試験 35％ 

60 点以上を合格とする． 

 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
 講義の内容を理解し、不明な点は適宜質問す

ること。演習レポートや配布プリントにある演

習問題を解くこと。 
 
【予習時間の目安】 

週２時間 
 
【キーワード】 
 距離空間、バナッハ空間、ヒルベルト空間 
 
【教科書】 
 授業中に適宜資料を配布する 
 
【参考書】 
 非線形・凸解析学入門（高橋渉著、横浜図書） 

 
【備考】 
 特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：応用幾何学（Applied Geometry） 

担当教員：野田 尚廣 
対象学年：3 年 開講時期：前期 クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
回転や平行移動をはじめとする、種々の連続的

な変換について数学的に定式化した、Lie群な

らびにLie代数の理論は、現代の数学・物理学

の発展への貢献はもちろんのこと、ロボット工

学やコンピュータグラフィックスなどの工学

・情報工学の幅広い分野に応用されている。 

 
・授業の目的 
本講義では、種々の空間を紐づけて理解するた

めに、幾何学的な連続変換群について、実践的

に学ぶ。特に線形代数学の発展的話題として、

様々な行列によって与えられる線形 Lie 群（一

部、線形 Lie 代数）に触れることで、その応用

性を認識または実感することが目的である。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
本科目は、以下の能力を身につけることを目

標とする。 
1. 線形代数学に関して、知識を広げ、応用面

からより一層の理解を得ることができる。 
2. 主に、２次元平面や３次元空間における、さま

ざまな行列（線形 Lie 群）の作用を通して、対応

する幾何学的変換についての、視覚的な把握・理

解を得ることができる。 
3. 扱う変換群（付随する同値性）により、空間（分

析対象）の見え方（捉え方）が異なるという、幾

何学の多様性について認識することができる。 
 
 

【授業項目】 
(1) イントロダクション (変換と対称性) 
(2) 線形代数の予備知識１（線形写像とその行列

表現） 
(3) 線形代数の予備知識２（表現行列の変換と固

有値・固有ベクトル） 
(4) 線形代数の予備知識３（行列の標準化） 
(5) 線形代数の予備知識４（行列の指数関数） 
(6) ２次元平面上の幾何学的変換１: 回転・鏡映の

行列表示 
(7) ２次元平面上の幾何学的変換２: 拡大・縮小、

平行移動等の行列表示 
(8) 演習 
(9) ３次元空間上の幾何学的変換１: 回転・鏡映の

行列表示 
(10) ３次元空間上の幾何学的変換２: ３次元回転

の多角的な取り扱い 
(11) ３次元空間上の幾何学的変換３: 拡大・縮小、

平行移動等の行列表示 
(12) 演習 
(13) 変換群の作用と軌道、推移的作用 
(14) 変換群の幾何学 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上） 
 
・オンライン授業の形式 
 オンデマンド型のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
演習(レポート)、中間試験、期末試験によって

総合的に評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・レポート課題 30％ 
・中間試験 30％ 
・期末試験 40％ 
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【授業外学習(予習・復習)の指示】 
授業内容の復習を通じて理解を深めること。演

習問題を解くことを推奨する。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
線形 Lie 群、線形 Lie 代数、変換群の作用 
【教科書】 
特になし 
 
【参考書】 
必要に応じて、講義内で紹介する。 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科 目 名 ： 計 画 数 学 （ Mathematical 
Programming） 
担当教員：藤田 敏治 
対象学年：3 年  開講時期：後期  クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

数理的手法は、 実社会の様々な分野におい

て最適化やリスク管理などに応用され、意思決

定における重要な役割を果たしている。 

 
・授業の目的 

社会における諸問題が、どのようにモデル化

され解かれているかを理解することで、数理的

手法の有用性を知り、数理的手法の活用能力を

身につける。金利の仕組みや保険の概念、金融

市場の基礎を把握することで、利益・損失が発

生する仕組みを理解し、リスク回避等の概念を

習得する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
関連する学習・教育到達目標： 
(E) 科学・技術とそれを用いる人間の間のイン

ターフェースの意義を理解し, 簡潔で美しい

解決法を追求できる 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の(E)に位置づけられる。 
本科目は、以下の能力を身につけることを目

標とする。 
1. 数理計画等オペレーションズリサーチの各

種手法を理解する 

2. 保険数理に関し基本的な概念・考え方等を

理解する 

3. ファイナンスの数理に関し基本的な概念・

考え方等を理解する 
 
【授業項目】 
(1) 線形計画：単体法 
(2) 線形計画：双対理論 
(3) 最適ルート問題：ダイクストラ法 
(4) ナップサック問題 
(5) 動的計画（確定システム上での動的計画） 

(6) 待ち行列の各種指標 
(7) PERT 
(8) まとめと演習 
(9) 非線形計画：非線形計画の基礎 
(10) 非線形計画：最急降下法とニュートン法 
(11) 保険の数理：複利と現在価値 
(12) 保険の数理：生命保険の設計 
(13) ファイナンスの数理：証券市場と取引戦略 
(14) ファイナンスの数理：オプションの価格評価 
(15) ファイナンスの数理：多期間モデル 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
講義の進度に応じて、小テストを課す。講義資

料として演習問題等を配布する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
小テスト・試験により評価する 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・小テスト 20％ 
・中間試験 40％ 
・期末試験 40％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
事前配布資料がある場合は、授業前に必ず一度

目を通しておくこと。授業後は、授業内容の復

習を通じて理解を深めること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
数理最適化、保険数学、金融工学 
 
【教科書】 
授業中に適宜資料を配布する。 
 
【参考書】 
最適化の数学（茨木俊秀 著、共立出版） 

最適化法（田村明久・村松正和 著、共立出版

） 
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アクチュアリー数学入門（黒田耕嗣・斧田浩二

・松山直樹 著、日本評論社） 

ファイナンスの数理入門（津野義道 著、共立

出版） 

 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
LiveCampusまたはMoodleコースにて通知す

る。 
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科目名：応用代数学（Applied Algebra） 
担当教員：平之内 俊郎 
対象学年： 3 年  開講時期：未記載  ク

ラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
代数トポロジーは、トポロジーの概念を代数的

手法を用いて研究する。ここでは幾何学的対象

の性質を不変量として捉えることで、その構造

を明らかにし、位相空間の分類や解析を行う。

代数トポロジーは物理学やデータ解析など、他

の科学分野にも応用されており、現代の数学と

科学の発展に貢献している。 
 
・授業の目的 
代数トポロジーの基本概念と技法を習得し、代

数的手法を用いて位相空間の特性を解析し、数

学的な問題を解決する力を養う。理論的な知識

だけでなく、実際の問題に対する応用力を身に

つけることを目指す。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
本科目は、以下の能力を身につけることを目

標とする。 
1. 集合上の位相の定義と位相空間の写像の性

質を理解する。 
2. 位相空間の演算（積・和・商）について理

解する。 
3. 簡単な単体的複体から基本群、ホモロジー

群を計算する能力を身につける。 
 
【授業項目】 
(1) 位相空間・連続写像 
(2) 部分空間・同相 
(3) 積空間・和空間 
(4) 商空間 
(5) 位相空間の性質 

(6) 演習 
(7) 基本群 
(8) 基本群の性質 
(9) 演習 
(10) 単体 
(11) 単体的複体 
(12) 単体の向き 
(13) ホモロジー群 
(14) ホモロジー群の計算 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面のみ 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験および期末試験により評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・中間試験：50％ 
・期末試験：50％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
授業内容の復習を通じて理解を深めること。演

習問題を解くことを推奨する。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
代数トポロジー、位相空間、基本群、ホモロジ

ー群、単体、写像 
 
【教科書】 
特になし 
 
【参考書】 
 
【備考】 
特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 

-56-



科目名：量子力学 I（Quantum Mechanics I） 
担当教員：中村 和磨 
対象学年：3 年  開講時期：前期   
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
量子力学は相対論とともに現代物理学の柱で

あり、その概念と手法は現代の電子工学、応用

化学、材料科学、量子情報科学など諸分野にお

いて重要である。古典物理学的形式から大きく

異なる量子力学の形式に対する深い理解は、柔

軟で強靭な思考力の育成にも有効である。 

 
・授業の目的 
シュレーディンガー方程式の計算だけでなく、

シュレーディンガー方程式自体や波動関数の

確率解釈などを支えるための量子力学の基礎

を正しく理解することを目的とする。実際の問

題に適用するための物理数学、とくに量子力学

の形式を記述する線形代数や級数展開を用い

た微分方程式の解法などを習得する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
数物コースの物理強化科目のひとつに位置付

けられ、微視的世界における量子の状態とダイ

ナミクスを学ぶ科目である。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる 
 
具体的には、量子力学の基礎項目について、以

下の項目を身につけることを目標とする。 
1. 量子力学の形式が線形代数学に基づくこ

とを理解し、物理量の演算子表現、固有値

（測定値）、固有関数（状態基底）の概念

が、量子力学の形式とどのように関わって

いるか理解できること。 
2. 調和振動子のシュレーディンガー方程式

を解析的に解き、固有エネルギー、波動関

数、物理量の期待値を計算できること。 
3. 量子力学における角運動量の概念を理解

し、計算できること。 
4. 水素原子のシュレーディンガー方程式を

解析的に解き、固有エネルギー、波動関数

が何を意味するか理解できること。 
 
【授業項目】 
(1) １次元系量子井戸 
(2) １次元系における調和振動子１（級数展開

法） 

(3) １次元系における調和振動子２（エルミー

ト微分方程式） 

(4) 量子力学の基礎１（演算子と測定値） 
(5) 量子力学の基礎２（固有値方程式と基底） 
(6) 量子力学の基礎３（位置演算子と期待値） 
(7) 量子力学の基礎４（エルミート演算子と交

換関係） 
(8) 中間試験 
(9) ３次元のシュレーディンガー方程式１（３

次元極座標） 

(10) ３次元のシュレーディンガー方程式２

（極座標でのシュレーディンガー方程式） 
(11) ３次元のシュレーディンガー方程式３（

角運動量） 

(12) ３次元のシュレーディンガー方程式４

（変数分離法） 
(13) 水素原子の量子力学１（ルジャンドル陪

微分方程式の解析解） 
(14) 水素原子の量子力学２（球面調和関数） 

(15) 水素原子の量子力学３（ラゲール陪微分

方程式の解析解） 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
対面講義を行う。Moodle を併用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
・オンライン授業の形式 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験（50％）、期末試験（50％）で評価

する。60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・中間試験 50％ 
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・期末試験 50％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
講義のあった日に、講義で説明された量子力学

の内容を理解し、数式の変形や導出ができるよ

うに講義ノートをもとに復習すること。そのた

めの準備学修（予習・復習）として、週に 2
時間確保すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 ２ 時間 
 
【キーワード】 
 
【教科書】 
小形正男： 量子力学（裳華房） 
 
【参考書】 
1）原田勲・杉山忠男:量子力学Ⅰ（講談社） 

2）原田勲・杉山忠男：量子力学Ⅱ（講談社） 

3) 原田義也：量子化学（上・下）（裳華房） 

4) 後藤憲一他：詳細量子力学演習（共立出版） 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：量子力学 II（Quantum Mechanics II） 
担当教員：渡辺 真仁 
対象学年：3 年 開講時期：後期 クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
量子力学は現代物理学の支柱のひとつであり、
その概念と手法は物質科学、材料科学、量子情
報科学、電子工学をはじめとする諸分野におい

て重要である。 
・授業の目的 
量子力学を代数的に取り扱う方法を習得し、量

子力学の行列とベクトルによる定式化と波動
関数による定式化の関係を理解することを目
的とする。量子力学の問題を近似的に解く方法

を習得するとともに、多粒子系の量子力学の概
念を理解する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け】 
基礎量子力学、量子力学 I を基に学ぶ科目であ
る。 
 
【授業の到達目標】 
関連する学習・教育到達目標：D（数物コース） 
 
1. 量子力学とベクトル空間の関係を理解する
こと。 
2. 調和振動子の固有エネルギーと固有状態を、
代数的方法を用いて計算できること。 
3. 軌道角運動量とスピンについて、代数的方

法を用いて演算子に対する固有値と固有状態
を計算できること。 
4. 摂動論を用いて量子力学の問題を近似的に

解くことができること。 
5. 多粒子系の量子力学の考え方を理解し、同
種粒子（フェルミ粒子とボーズ粒子）の違いを

説明できること。 
 
【授業項目】 
(1) 量子力学とベクトル空間 
(2) 調和振動子１（演算子法） 
(3) 調和振動子２（エルミート多項式） 
(4) 角運動量１（角運動量の量子化） 
(5) 角運動量２（軌道角運動量） 
(6) 角運動量３（スピン） 
(7) 角運動量４（角運動量の合成） 
(8) 中間試験 
(9) 摂動論１（１次の摂動と２次の摂動） 
(10) 摂動論２（電場中の水素原子） 
(11) 摂動論３（水素原子の分極率） 
(12) 変分法 
(13) 多粒子系１（同種粒子） 
(14) 多粒子系２（電子対の波動関数） 
(15) 期末試験 
(16) まとめ（総論） 

 
【授業の進め方】 
対面講義を行う。必要に応じて、Moodle を併
用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験と期末試験で評価する。60 点以上を

合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・中間試験 50％ 
  ・期末試験 50％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

各回に記載のある参考書の該当箇所につい
て講義の前日以前にその内容を調べ、理解に努

めること。 
 講義のあった日に、講義で説明された物理学
の考え方を理解し、数式の変形や導出ができる

ように講義ノートをもとに復習すること。 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
ベクトル空間、調和振動子、角運動量、スピン、

摂動論、変分法、多粒子系 
 
【教科書】 
特に指定しない 
 
【参考書】 
1) 倉本義夫・江澤潤一： 量子力学（朝倉書店）
978-4-254-13771-2 
2）猪木慶治・川合光：量子力学 I（講談社）

978-4061532090 
3）猪木慶治・川合光：量子力学Ⅱ（講談社）
978-4061532120 
 
【備考】 
【履修上の注意事項】 
基礎量子力学、量子力学 I を履修していれば、
本講義の理解はより深く、確実になる。 
【オフィスアワー】 
初回の講義時に通知する。 
【授業担当教員への連絡方法】 
初回の講義時に通知する。 
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科目名：力学・熱力学・電磁気学演習 

(Exercises in Mechanics, Thermodynamics, 
and Electromagnetism) 
担当教員：田中 将嗣 
対象学年：3 年  開講時期：前期 クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
物理学の基礎となる古典物理学は、現代の電子

工学、応用化学、材料科学、量子情報科学など

の諸分野において重要な量子力学・統計力学を

学ぶにあたって、概念と手法に精通し、深く理

解することは柔軟な思考力育成にも有効であ

る。 
・授業の目的 
古典物理学で学ぶ基礎現象とそれらの記述に

用いられる数学的手法を具体的な物理の問題

に則して演習し、それらの解法に習熟すること

を目的とする。座学で不足しがちな問題演習を

通じ、数学と物理学の理解を深める。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け】 
物理学 I、物理学 IIA、物理学 IIB を基に行う

演習科目である。 
 
【授業の到達目標】 
関連する学習・教育到達目標: D、F、G(数物

コース) 
1. 力学、熱力学、電磁気学に基づく物理現象

を自ら数式化して考えることができる。 
2. 力学、熱力学、電磁気学に基づく基本問題

を分析し、適切な解法を選択できる。 
3. 得られた解が物理的にどのような意味を

持つか説明できる。 
 
 
【授業項目】 
(1) 力学演習 1 (微分方程式としての運動方程

式) 
(2) 力学演習 2 (振子と連成振動) 
(3) 力学演習 3 (偏微分・力とポテンシャル・

勾配) 
(4) 力学演習 4 (重積分・慣性モーメント・固

定軸周りの運動) 
(5) 中間試験 1 
(6) 熱力学演習 1 (熱と温度・熱力学第一法則) 
(7) 熱力学演習 2 (熱力学過程と熱機関) 
(8) 熱力学演習 3 (定積比熱と定圧比熱・ルジ

ャンドル変換と自由エネルギー) 
(9) 熱力学演習 4 (Maxwell 関係式) 
(10)中間試験 2 
(11)電磁気学演習 1 (ベクトル解析・ベクトル

場・ベクトルの微分) 
(12)電磁気学演習 2 (積分形; クーロン力・電

場・ガウスの法則) 
(13)電磁気学演習 3 (積分形; アンペールの法

則・電磁誘導・Maxwell 方程式) 
(14)電磁気学演習 4 (微分形; Maxwell 方程

式・電磁ポテンシャル・真空中の電磁波) 
(15)期末試験 
(16)まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面講義を行う。必要に応じて、Moodle を併

用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験、期末試験、レポートで評価する。状

況により試験をレポートに変更する。60 点以

上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・中間試験 1 25% 
・中間試験 2 25% 
・期末試験 25% 

 ・レポート課題 25% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
各回に記載のある内容について、物理学 I、物

理学 IIA、物理学 IIBなどの講義内容を復習し、

予備知識を整理しておくこと。問題解説を踏ま

え、自身の講義ノートをもとに復習し、理解を

整理すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
微分方程式、連成振動、力とポテンシャル、重

積分、慣性モーメント、熱力学第一法則、熱機

関、定積・定圧比熱、自由エネルギー、ベクト

ル解析、Maxwell 方程式 
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【教科書】 
特に指定しない。 
 
【参考書】 
・大学演習 力学 (山内恭彦・末岡清市 編、

裳華房) 

・大学演習 電磁気学 (霜田光一・近角聡信 

編、裳華房) 

・大学演習 熱学・統計力学 (久保亮五 編、

裳華房) 
 
【備考】 
本講義に関連する数学の講義内容を理解して

いれば、本講義の理解はより深く、確実になる。 
 
【オフィスアワー】 
初回の講義時に通知する。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
初回の講義時に通知する。 
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科目名：量子力学・統計力学演習（Exercises i
n Quantum Mechanics and Statistical Me
chanics） 
担当教員：小田 勝 
対象学年：3 年  開講時期：後期 クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
統計力学と量子力学は現代物理学の柱であり、

その概念と手法は現代の電子工学、応用化学、

材料科学、量子情報科学など諸分野において重

要である。本授業では統計力学と量子力学の講

義内容をより深く理解できるように、講義内容

に沿った演習を行う。 

 
・授業の目的 
統計力学と量子力学で学ぶ基礎現象とそれら

の記述に用いられる数学的手法を物理の問題

に則して演習し、それらの解法に習熟すること

を目的とする。座学で不足しがちな問題演習を

通じ、数学と物理学の理解を深める。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け】 
基礎量子力学、量子力学 I、統計力学を基に行

う演習科目である。 
 
【授業の到達目標】 
関連する学習・教育到達目標: D、F、G(数物

コース) 
1. 熱力学の法則と統計力学の考え方に基づ

く基本問題の解法を学ぶ。 
2. 熱力学・統計力学の問題を解くための論理

的思考力と計算力を身につける。 
3. 量子力学の法則と考え方に基づく基本問

題の解法を学ぶ。 
4. 量子力学の問題を解くための論理的思考

力と計算力を身につける。 
 
【授業項目】 
(1) モデル系の状態、エントロピーと温度 
(2) ミクロカノニカル分布 
(3) カノニカル分布 
(4) グランドカノニカル分布 
(5) フェルミ統計とボーズ統計 
(6) 理想フェルミ気体 
(7) 中間試験 
(8) 量子力学のための数学的準備, 量子力学の基

本法則 

(9) １次元系の量子井戸とトンネル効果 
(10) １次元系の調和振動子 
(11) ３次元系の角運動量 
(12) ３次元系球対称ポテンシャル 
(13) ３次元系の量子井戸 
(14) ３次元系の量子力学のまとめ 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
対面講義を行う。必要に応じて、Moodle を併

用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験、期末試験、レポートで評価する。状

況により試験をレポートに変更する。60 点以

上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・レポート課題 30％ 
  ・中間試験 35％ 

 ・期末試験 35％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
各回に記載のある内容について、基礎量子力学、

量子力学 I、統計力学などの講義内容を復習し、

予備知識を整理しておくこと。問題解説を踏ま

え、自身の講義ノートをもとに復習し、理解を

整理すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
等確率の原理、エントロピー、絶対温度、分配

関数、量子統計、粒子性と波動性、演算子、波

動関数、調和振動子、量子化、角運動量 
 
【教科書】 
特に指定しない。 
 
【参考書】 
1) 統計物理学（上・下） 421.8/L-1 （ランダ
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ウ・リフシッツ、岩波書店） 

2) 熱物理学 426/K-3 （キッテル、丸善） 

3) 熱・統計力学 426.5/M-10 （宮下精二、培

風館）  

4) 大学演習 熱学・統計力学 426/K-1（久保

亮五、裳華房） 

5）量子力学Ⅰ 420.8/K-9/6（原田勲・杉山忠

男、講談社） 

6）量子力学Ⅱ 420.8/K-9/7 （原田勲・杉山忠

男、講談社） 

7) 量子化学（上・下）（原田義也、裳華房） 

8) 詳細量子力学演習（後藤憲一他、共立出版） 
 
【備考】 
本講義に関連する数学の講義内容を理解して

いれば、本講義の理解はより深く、確実になる。 
 
【オフィスアワー】 
初回の講義時に通知する。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
初回の講義時に通知する。 
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科目名：物性論 I（  Solid State Physics 
Ⅰ ） 
担当教員：中尾 基 
対象学年：3 年  開講時期：前期(○Ｑ)  ク
ラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

身の回りにおいて，主にシリコンをベースと
した半導体デバイスは，パソコンやスマートフ
ォンのほか自動車など電動化・電子化された
様々なところで用いられている．このように日
常生活や産業を支えている半導体の性質や電
子デバイスの特性や動作原理に関する知識を
取得しておくことは，将来，電気電子工学分野
に携わる技術者になるにあたり必要不可欠で
ある． 
・授業の目的 

本講義では，半導体の諸特性を理解し，ダイ
オードやトランジスタの動作原理など半導体
工学の基礎を学ぶことを目的とする． 

 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け
（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目
標との関連）】 
物性論 I について理解しておくことは，物性
論 Ⅱを履修する上で重要である．  
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との
関連） 

本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到
達目標の（D）に位置づけられる 
具体的には、…について、以下の項目を身につ
けることを目標とする。 
1. 半導体工学に関する基礎知識や専門用語に
ついて理解できること 
2. 半導体の電気的な性質の制御に関して，エ
ネルギーバンドの考えを基に理解できること 
3. pn 接合ダイオードの動作原理について理解
できること 
4. バイポーラトランジスタの動作原理につい
て理解できること 
5. 電界効果トランジスタの動作原理について
理解できること 
 
【授業項目】 
(1) イントロダクション・講義概略の説明、授
業計画の説明 
(2) 半導体デバイスの基礎と応用、半導体と製
造プロセスの概要，各種半導体素子 
(3) 半導体中のキャリアⅠ：水素原子モデル，
電子軌道，エネルギーバンド図 
(4) 半導体中のキャリアⅡ：電子の分布，状態
密度，キャリア濃度，不純物半導体 
(5) 半導体中のキャリアⅢ：キャリア濃度の温
度依存性，フェルミ準位 
(6) 半導体中の電気伝導、有効質量，ドリフト
電流，拡散電流 
(7) pn 接合ダイオードの動作原理Ⅰ：pn 接合
の整流特性とエネルギーバンド図 
(8) 中間試験 
(9) pn 接合ダイオードの動作原理Ⅱ：pn 接合
ダイオードの電流-電圧特性 
(10) pn 接合ダイオードの動作原理Ⅲ：pn 接合
ダイオードの空乏層容量 

(11) 金属-半導体接合Ⅰ：ショットキー接合の
概要と電流-電圧特性 
(12) 金属-半導体接合Ⅱ：ショットキー接合の
空乏層容量，オーミック接合 
(13) バイポーラトランジスタの構造・動作原
理 
(14) 電界効果トランジスタの動作原理、MOS
キャパシタ 
(15) 演習問題の解説および総括 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
講義はパワーポイントと板書を用いて行う．講
義内容の理解を深めるため，適宜演習を行う． 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
・授業形態 
 対面およびオンライン（対面が半数以上）、 
・オンライン授業の形式 
 同時双方向型およびオンデマンド型を併用 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

中間試験(50%)および期末試験(50%)の結果
で評価し，総合点を 100 点満点として 60 点以
上を合格とする．ただし、教員が必要と認めた
ときは、試験その他の方法による追加の確認を
行い、工学部学修細則第 19 条に基づき成績の
修正を行うことがある。 

 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・中間試験 50％ 
  ・期末試験 50％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
予め教科書の講義範囲を熟読し，要点と疑問点
を明らかにしておくこと．講義後は，演習問題
を解いて理解度を確認するとともに，参考書で
基礎となる物理や発展的なデバイスを調べ，理
解を深めること．準備学修(予習)として，週 4
時間確保すること． 
 
【予習時間の目安】 
週 4 時間 
 
【キーワード】 
半導体、デバイス、エネルギーバンド，キャリ
ア密度、pn 接合、ショットキー接合、バイポ
ーラトランジスタ、MOS 構造、電界効果トラ
ンジスタ 
 
【教科書】 
筒井一生：よくわかる電子デバイス (オーム
社) 
 
【参考書】 
S. M. Sze, “Physics of Semiconductor 
Devices,” Wiley-Interscience 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
中尾基 nakao-m@mns.kyutech.ac.jp 
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科目名：物性論Ⅱ(Solid State PhysicsⅡ)  
担当教員：美藤 正樹 
対象学年：3 年  開講時期：後期   
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

本講義では、物理学の産物が実社会で我々の

生活を支えている。具体例は非常に多いが、そ

れらの仕組みを理解し、今後発展させていくた

めには、力学・熱力学・電磁気学に代表される

古典物理学だけではなく、量子力学・統計力学

の知見が必要になる。これまでに学んできた物

理学を学び直し、かつそれらを融合し、金属と

超伝導体ならびに磁性体における物理現象を

理解することに重点を置く。 
 
・授業の目的 

電磁気学, 熱力学, 統計力学，量子力学をベ

ースに、金属・超伝導・磁性体の物性を現象の

理解に留めず、解析的に理解することを目的と

する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 技術者に必要な基礎学力と工学専門分野の

知識を修得し、自然現象を科学的に理解できる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
具体的には、以下の項目を身につけることを

目標とする:  
1. 電磁気学, 熱力学, 統計力学，量子力学が

科学技術の中でどのように我々の生活を支え

ているかを理解し説明することができる。 
2. 金属と超伝導ならびに磁性体における諸現

象を、数式を用いて解析的に説明することがで

きる。 
 
【授業項目】 
(1) 電磁気学の復習：マクスウェル方程式、ベ

クトルポテンシャル 
(2) 熱力学の復習：自由エネルギー, 自由エネ

ルギーと物理量の関係 
(3) 量子力学の復習：シュレーディンガー方程

式 
(4) 統計力学の復習：フェルミ統計とボーズ統

計 
(5) 超伝導状態における電磁気学：London 方程

式 
(6) 超伝導状態における相転移：ギンツブルグ

-ランダウ理論 
(7) 超伝導状態における統計力学：ボーズアイ

ンシュタイン凝縮 
(8) 超伝導状態における熱力学：エントロピ

ー・比熱 
(9) 中間試験 
(10) 超伝導における量子力学：磁束の量子化 
(11) 超伝導における量子力学：ジョセフソン

効果 
(12) 超伝導における量子力学：超伝導量子干

渉素子 
(13) 磁性体における統計力学・量子力学：金

属の磁性 
(14) 磁性体における電磁気学・量子力学：反

磁性・常磁性 
(15) 磁性体における量子力学：強磁性（交換

相互作用） 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 

対面講義を行う。必要に応じて、Teams を

利用する。 
 

【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
数学試験、物理試験、情報試験を行い、平均で

60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
  ・レポート        50% 

・試験 50％ 
総合評価が 60点以上を合格とする。 

 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

各回に記載（指示）のある教科書あるいは参

考書の該当箇所について講義の前日以前にそ
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の内容を調べ、理解に努めること。 
 講義のあった日に、講義で説明され考え方を

理解し、数式の変形や導出ができるように講義

ノートをもとに復習すること。 
 準備学修（予習）として、週に４時間確保す

ること。 
 

【予習時間の目安】 
週 4 時間 
 
【キーワード】 
 金属、超伝導、磁性体 
【教科書】 
[1] 宇野良清他 共約:キッテル固体物理学入

門(上)（丸善） 

[2] 宇野良清他 共約:キッテル固体物理学入

門(下)（丸善） 

 
【参考書】 
[3] 島本進・安河内昂訳：超電導入門（産業図

書） 
[4] Stephen Blundell: Magnetism in Conden

sed Matter（OXFORD UNIVERSITY PRESS） 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：機械学習 I（Machine LearningⅠ） 
担当教員：中村 和磨 
対象学年：２年  開講時期：後期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

機械学習は「線形代数」および「確率論」の

よい応用例となっており,  これらの数学のコ

ンセプトを具体的に理解するための好例であ

る。細かい計算を繰り返すことで計算力が身に

つくだけでなく、データ解析プログラムのアル

ゴリズムやコーディングのための深い理解が

得られる。 
 

・授業の目的 
確率論および線形代数の応用例として機械

学習の理論を理解し、機械学習における様々な

手法がどのような統一的形式で記述されてい

るかを理解することが目的である。機械学習に

おいて必要となる確率変数および行列演算の

具体的計算を通して、数学力およびアルゴリズ

ム構成のための思考力の強化を図る。 
 

【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
数物コースの物理強化科目のひとつに位置付

けられ、データ科学および情報技術の数学的基

礎を学ぶための科目に位置付けられる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の（D）（E）に位置づけられる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる 
E) 科学・技術とそれを用いる人間の間のイン

ターフェースの意義を理解し, 簡潔で美しい

解決法を追求できる。 
 

具体的には、機械学習の実用的側面について、

以下の項目を身につけることを目標とする。 
1. 機械学習において必要な確率論と線形代数

の基礎を理解し、基本的な計算ができること。 
2. 機械学習で登場する基本的な確率分布の性

質が理解できること。 
3. ベイズ推論に基づいて様々な確率分布のパ

ラメータの最適化の手続きを理解できること。 
4. 与えられたデータに対する線形回帰の理論

とアルゴリズムを理解し計算できること。 
 
【授業項目】 
(1) 基本的な行列演算 
(2) 確率の基本計算 
(3) 離散確率分布 1 (ベルヌーイ分布、カテゴ

リ分布） 
(4) 離散確率分布 2 (二項分布、多項分布) 
(5) 連続確率分布 1 (ベータ分布、ディリクレ分

布） 
(6) 連続確率分布 2 (ガンマ分布、一次元ガウス分

布） 
(7) 連続確率分布 3 (多次元ガウス分布)  
(8) 連続確率分布 4 (多次元ガウス分布)  
(9) 学習と予測 1 (ベイズの定理と共役事前分布) 
(10) 学習と予測 2 (ベルヌーイ分布の学習と予

測)  
(11) 学習と予測 3 (カテゴリ分布の学習と予測)  
(12) 学習と予測 4 (ポアソン分布の学習と予測)  
(13) 学習と予測 5 (１次元ガウス分布の学習と予

測)  
(14) 学習と予測 6 (多次元ガウス分布の学習と予

測)  
(15) 学習と予測 7 (線形回帰)  
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
対面講義を行う。Moodle を併用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
・オンライン授業の形式 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験（50％）、期末試験（50％）で評価

する。60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・中間試験 50％ 
・期末試験 50％ 
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【授業外学習(予習・復習)の指示】 
講義のあった日に、講義で説明された機械学習

の考え方を理解し、数式の変形や導出ができる

ように講義ノートをもとに復習すること。その

ための準備学修（予習・復習）として、週に 2
時間確保すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 ２ 時間 
 
【キーワード】 
機械学習, ベイズ推論, 確率・統計 
 
【教科書】 
須山敦志：ベイズ推論による機械学習（講談社） 
 
【参考書】 
[1] C. M. ビショップ：パターン認識と機械学

習（上）（丸善出版） 
[2] C. M. ビショップ：パターン認識と機械学

習（下）（丸善出版） 
[3] 柴田文明：確率・統計（岩波書店） 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：機械学習Ⅱ（Machine LearningⅡ） 
担当教員：大熊 信之 
対象学年： 3 年  開講時期：前期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
現代社会をささえる人工知能・機械学習の運用
には、実装面でのプログラミング力のみならず、

その理論的側面の理解が必須である。 
・授業の目的 
線形回帰からニューラルネットワークまで段

階的に機械学習の手法を学び、データの特性や
目的に応じたモデル化を理論的根拠に基づい
て行うための基礎を身につける。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け
（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
モデル化に基づくデータ解析手法の基礎を学
ぶ科目である。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との
関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到達
目標の（D）、（E）に位置づけられる。具体的
には、データ解析について以下の内容を目標と

する。 
1. 基底関数を用いた発展的な線形回帰の理論
を理解し、その基本的な計算ができること。 
2. ガウス過程回帰を通してカーネル法・ベイ
ズ統計学の基礎を習得すること。 
3. ニューラルネットワークの理論的背景を理

解し、与えられたデータに対する基礎的なモデ
ル化を行えること。 
 
【授業項目】 
(1) 線形回帰（１）：ベクトル・行列による記述 
(2) 線形回帰（２）：最小二乗法 
(3) ガウス積分・ガウス分布 
(4) ガウス過程（１）：基底関数と次元の呪い 
(5) ガウス過程（２）：カーネルトリック 
(6) ガウス過程（３）：ガウス過程回帰モデル 
(7) ガウス過程（４）：ベイズ統計学による解釈 
(8) 中間試験 
(9) 機械学習の分類 
(10) ロジスティック回帰 
(11) ニューラルネットワーク（１）：パーセプト

ロン 
(12) ニューラルネットワーク（２）：順伝播型ニ
ューラルネットワーク 
(13) ニューラルネットワーク（３）：勾配降下法 
(14) ニューラルネットワーク（４）：誤差逆伝播
法 
(15) まとめ（総論） 

(16) 定期試験 
 
【授業の進め方】 
対面講義を行う。Moodle を併用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
中間試験 (50％)・期末試験 (50％)で評価する。

60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・中間試験 50％ 
  ・期末試験 50％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
講義のあった日に、講義で説明された機械学習
の考え方を理解し、数式の変形や導出ができる

ように講義ノートをもとに復習すること。その
ための準備学修（予習・復習）として、週に 2
時間確保すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
線形回帰, ガウス過程, ベイズ統計学, 機械学

習, ニューラルネットワーク 
 
【教科書】 
持橋大地・大羽成征:ガウス過程と機械学習(
講談社) 
瀧雅人:これならわかる深層学習入門 (講談

社) 
 
【参考書】 
C. M. ビショップ：パターン認識と機械学習 
（上）（丸善出版） 
C. M. ビショップ：パターン認識と機械学習 

（下）（丸善出版） 
【備考】 
【オフィスアワー】 
毎週金曜 5 限目としているが, 事前に以下に
示す電子メールへ連絡すること。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
okuma@mns.kyutech.ac.jp 
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科目名：データサイエンス基礎（ Basics of 
Data Science ） 
担当教員：田村 かおり 
対象学年：２年  開講時期：前期   
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
データを適切に処理・解釈し、適切な意思決定

につなげるには、基礎的なデータサイエンスの

技能が不可欠である。そのためにはデータサイ

エンスの知識に加え、実装のためのプログラミ

ング理解も必須である。 
・授業の目的 
データの収集、整理、可視化などのデータサイ

エンスに関わる前処理から、分布の理解、仮説

検定などの統計的手法、および関連するプログ

ラミング手法の習得を目的とする。単回帰分析、

時系列データ分析、クラスター分析の手法を理

解し、情報基礎科目等で学んだプログラミング

技術を組み合わせることで、比較や予測に関す

るデータサイエンスの流れを体系的に実践す

る。 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本科目はデータ解析強化科目の 1 つとして位

置づけられており、数理・データサイエンス技

術の基礎を学ぶために設定されたものである。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到達

目標の（D）（E）に位置づけられる。 
(D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる 
(E) 科学・技術とそれを用いる人間の間のイン

ターフェースの意義を理解し, 簡潔で美しい

解決法を追求できる 
 
具体的には、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. データサイエンスの基礎となるデータの整

理や前処理、可視化の手法を理解し、実践でき

る 
2. 確率統計における分布や基本統計量の意味

を理解し、統計的仮説検定や回帰分析、時系列

データ分析やクラスター分析などの分析手法

をデータ分析に使用することができる 
3. 上記の内容について、必要なプログラミン

グ知識を用いて実践できる 
 
【授業項目】 
(1) データサイエンスの概要 

(2) データの収集と整理、前処理 
(3) データの可視化 
(4) データ分布の基礎 
(5) 基本統計量とクロス集計 
(6) 仮説検定の基礎（１）仮説検定と p 値、一群

検定 
(7) 仮説検定の基礎（２）二群検定 
(8) 仮説検定の応用（３）分散分析と多重比較 
(9) 回帰分析の基礎 
(10) 重回帰分析 
(11) ロジスティック回帰分析 
(12) 時系列データ分析 
(13) クラスター分析 
(14) 実践的なデータ分析 
(15) まとめ 
(16) 期末試験 
 
【授業の進め方】 
対面講義にて BYOD 形式で実施する。講義中

に各自のノートパソコンでデータサイエンス

に関するプログラミング演習をおこなうこと

があるため、毎回ノートパソコンを持参するこ

と。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
・オンライン授業の形式 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
講義中の課題提出と期末試験で評価する。合計

60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・課題 40％ 
  ・期末試験 60％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
各回での講義資料とプログラミング課題演習
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について理解できるよう、講義中指示のあった

該当箇所について予習復習に努めること。 
 
【予習時間の目安】 
週 1.5 時間 
 
【キーワード】 
データサイエンス、確率統計、Python プログ

ラミング 
【教科書】 
特定のテキストは使用せず、主に配付資料によ

り講義を行う 
 
【参考書】 
1) 馬場真哉: Pythonで学ぶあたらしい統計

学の教科書 第2版(翔泳社) 978-47981719
44 

2) 中原 治:基礎から学ぶ統計学 羊土社 978
-4758121217 

3) 小杉 考司, 紀ノ定 保礼, 清水 裕士：数
値シミュレーションで読み解く統計のし
くみ〜Rでためしてわかる心理統計  978
-4297136659 

【備考】 
 

【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：ＡＩプログラミング基礎（Basic AI 
Programming） 
担当教員：花沢 明俊 
対象学年：3 年  開講時期：前期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
AI・機械学習は、理論・アルゴリズム・計算

機実装から成り立っており、様々な種類の手法

を現実的な問題に応じて実践的に使用するた

めには、理論・アルゴリズムの理解とその利用

技術である計算機実装技術、すなわちプログラ

ミング技術の習得が必要である。また、高度な

AI を使いこなすためには、その基礎となって

いる様々な機械学習手法についての理解と実

践が不可欠である。 
 
・授業の目的 
基礎的な AI・機械学習手法について、その理

論およびアルゴリズムの概略を学ぶとともに、

プログラミングにより計算機上で動作させる

技術を習得する。 
 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本科目は, 数物コースの学習・教育到達目標の

（D）（E）（G）と関連する。 
 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は, 数物コースの学習・教育到達目標の

うち、特に（D）数学, 物理, 情報技術に関す

る実践的知識に精通し, 科学的・合理的思考に

基づいて問題を解決できる、という目標に対し

て重要な科目である。 
 
1. AI・機械学習の線形手法による回帰・分類

について、理論・アルゴリズムの概略を理解す

るとともに、具体的なプログラミング技術を習

得する。 
 
2. AI・機械学習の非線形手法による回帰・分

類について、理論・アルゴリズムの概略を理解

するとともに、具体的なプログラミング技術を

習得する。 
 
3. ベイズ・マルコフ過程・グラフ理論など

AI・機械学習に用いられる多様な理論・アル

ゴリズムの概略を理解するとともに、具体的な

プログラミング技術を習得する。 
 
【授業項目】 
(1) AIプログラミング基礎知識 
(2) 線形回帰 
(3) 線形ニューラルネット 
(4) 線形判別分析 
(5) カーネル法 
(6) サポートベクタマシン 
(7) 単純ベイズ 
(8) マルコフモデル 
(9) アンサンブル学習 
(10) 決定木・ランダムフォレスト 
(11) グラフカット 
(12) 自己組織化マップ 
(13) 非線形ニューラルネット 
(14) 多層ニューラルネット 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
Moodle および Python プログラミング環境を

用いた講義、演習を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
課題提出および期末試験により成績を算出す

る 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
・課題提出 40％ 
・期末試験 60％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
事前に各授業回のテーマについて、概要を調べ

る等の予習を行うこと。また、授業中の課題に

よる演習内容について、復習を行い、理解と定

着を行うこと。 
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【予習時間の目安】 
週２時間 
 
【キーワード】 
機械学習、人工知能、Python、アルゴリズム、

回帰、分類、学習モデル 
 
【教科書】 
なし 
 
【参考書】 
スッキリわかるPythonによる機械学習入門 第

2版,須藤 秋良 (著), インプレス, 978-42950

20608 

Pythonで動かして学ぶ！あたらしい機械学習

の教科書 第3版, 伊藤 真 (著), 翔泳社, 978

-4798171494 

IT エンジニアのための機械学習理論入門, 中

井 悦司 (著), 技術評論社, 978-4297122331 

 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：ＡＩプログラミング実践（Advanced AI 
Programming） 
担当教員： 花沢 明俊 
対象学年：3 年  開講時期：後期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 
深層学習による画像認識や物体検出、大規模言

語モデルによる機械翻訳や質問応答、それらを

組み合わせた画像の言語説明など、高度な AI

技術が急速に発展し、工業製品や情報システム

に利用されつつある。このような高度な AI 技

術の利用や開発を行うためには、その主要な基

盤技術である畳み込みニューラルネットおよ

びトランスフォーマー、さらにそれらの要素技

術についての理解が不可欠である。 

 
・授業の目的 
深層学習、大規模言語モデルといった高度な

AI 技術について、その基盤技術、要素技術も

含め、理論およびアルゴリズムの概略を学ぶと

ともに、プログラミングにより計算機上で動作

させる技術を習得する。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本科目は, 数物コースの学習・教育到達目標の

（D）（E）（G）と関連する。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は, 数物コースの学習・教育到達目標の

うち、特に（D）数学, 物理, 情報技術に関す

る実践的知識に精通し, 科学的・合理的思考に

基づいて問題を解決できる、という目標に対し

て重要な科目である。 
 
1. 畳み込みニューラルネットを中核とした深

層学習による画像認識・物体検出について、理

論・アルゴリズムの概略を理解するとともに、

具体的なプログラミング技術を習得する。 
 
2. 大規模言語モデルの基盤技術である時系列

学習、アテンション機構、トランスフォーマー

について、理論・アルゴリズムの概略を理解す

るとともに、具体的なプログラミング技術を習

得する。 
 
3. 画像などのマルチモーダル処理を含む大規

模言語モデルについて、理論・アルゴリズムの

概略を理解するとともに、具体的なプログラミ

ング技術を習得する。 
 
【授業項目】 
(1) ニューラルネット基礎知識 
(2) オートエンコーダ 
(3) 再帰型ニューラルネット 
(4) 畳み込みニューラルネット１（理論・アルゴ

リズム） 
(5) 畳み込みニューラルネット２（プログラミン

グ・実践） 
(6) 転移学習・ファインチューニング 
(7) 物体検出１（理論・アルゴリズム） 
(8) 物体検出２（プログラミング・実践） 
(9) 時系列学習 
(10) アテンション機構 
(11) トランスフォーマー１（理論・アルゴリズム） 
(12) トランスフォーマー２（プログラミング・実

践） 
(13) 大規模言語モデル１（理論・アルゴリズム） 
(14) 大規模言語モデル２（プログラミング・実践） 
(15) 期末試験 
(16) まとめ 
 
【授業の進め方】 
Moodle および Python プログラミング環境を

用いた講義、演習を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
課題提出および期末試験により成績を算出す

る 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細 
・課題提出 40％ 
・期末試験 60％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
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事前に各授業回のテーマについて、概要を調べ

る等の予習を行うこと。また、授業中の課題に

よる演習内容について、復習を行い、理解と定

着を行うこと。 
 
【予習時間の目安】 
週２時間 
 
【キーワード】 
機械学習、人工知能、Python、アルゴリズム、

回帰、分類、学習モデル、深層学習、大規模言

語モデル 
 
【教科書】 
なし 
 
【参考書】 
物体・画像認識と時系列データ処理入門, チー

ム・カルポ (著), 秀和システム, 978-479806

3546 

物体検出とGAN、オートエンコーダー、画像処

理入門, チーム・カルポ (著), 秀和システム,

 978-4798064642 

Transformerによる自然言語処理, Denis Roth

man (著), 黒川 利明 (翻訳), 朝倉書店, 978

-4254122657 

誰でもわかる大規模言語モデル入門, 末次 拓

斗 (著), 日経 BP, 978-4296071012 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：数物シミュレーション（Mathematical 

Modeling and Physical Simulation） 
担当教員：井上雅世 
対象学年：3 年 開講時期：前期 クラス： 

曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 

・授業の背景 
現実の物理現象を数理モデルで記述するとき、
非線形性や確率的な変動をもつために、解析的

な結果を得ることが難しい場合が多い。このよ
うな場面では、計算機を用いたシミュレーショ
ンが有用である。本授業では、数値計算による

解析方法について学ぶ。 
 
・授業の目的 

数値シミュレーションの基礎を身につける。前
半は非線形振動子を例として非線形微分方程式
の解法を、後半はイジングモデルを例として確

率的な変動をもつ物理現象の解析方法を理解
する。そのために必要な、数理的な概念とプロ
グラミング能力を習得する。 

 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け
（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到達
目標の(D),(E)に位置づけられる。 

 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との
関連） 

本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到達
目標の(D),(E)に位置づけられる。 
具体的には、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. 数理モデルの類型ならびに対応する数値シ
ミュレーションの方法を習得する。 

2. 数値計算を用いた非線形微分方程式の解法
を習得する。 
3. 数値計算を用いた確率的な変動をもつ物理

現象の解析方法を習得する。 
 
【授業項目】 

(1) 調和振動子と非線形振動子 
(2) 解の安定性 
(3) オイラー法とルンゲクッタ法 

(4) 非線形振動子の数値計算 
(5) ダイナミクスの観察 
(6) 同期現象 

(7) 同期現象の数値計算 
(8) 乱数 
(9) イジングモデル 

(10) モンテカルロ法 
(11) モンテカルロ法の数値計算 
(12) 物理量の測定 

(13) 臨界現象 

(14) 臨界現象の数値計算 

(15) 総括 
 
【授業の進め方】 

上記の項目にしたがって講義する。講義内容の
理解を促すための演習課題を課す。 
 

【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 講義、演習 

・授業形態 
 対面のみ 
 

【成績評価の基準および評価方法の概要】 
各達成目標について、当該授業回における演習
課題により評価するとともに、中間および期末

レポートの成績により総合的に評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

・演習課題   30％ 
・中間レポート 35％ 
・期末レポート 35％ 

 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
復習のために、出題される演習課題に次回まで

に解答すること。 
 
【予習時間の目安】 

週２時間 
 
【キーワード】 

数理モデル、数値シミュレーション、非線形振
動子、イジングモデル 
 

【教科書】 
なし 
 

【参考書】 
・現代物理学の基礎 統計物理学（戸田盛和、
斎藤信彦、久保亮五、橋爪夏樹著、岩波書店） 

・散逸構造とカオス（森肇、蔵本由紀著、岩波
書店） 
・リズム現象の世界（蔵本由紀編、東京大学出

版会） 
 
【備考】 

特になし 
 
【授業担当教員への連絡方法】 

Moodle に記載 
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科目名：データシステム PBL（Data System 
PBL） 
担当教員： 浅海 賢一, 鈴木 智成, 藤田 敏

治, 中尾 基, 中村 和磨, 美藤 正樹, 渡辺 

真仁, 井上 雅世, 田村 かおり, 花沢 明俊, 
大輪 拓也, 野田 尚廣, 平之内 俊郎, 若狭 

徹, 大熊 信之, 小田 勝, 田中 将嗣 
対象学年：３年  開講時期：後期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

我々の生活の中で日常的に利用する WEB 
アプリケーションの多くは, ① データを格納

するデータベース, ② 人間とコンピュータの

間のインターフェースに位置付けられるフロ

ントエンド, ③ データベースとフロントエン

ドの交信に関わるバックエンド, の 3 つの主

要要素から構成される。各要素の役割とこれら

を組み合わせる手続きを理解することで , 
様々なタスクを実行するためのデータ処理シ

ステムを構築することができる。 
データ科学においては, データ自体の信頼

性を正しく評価できることも重要であり, そ
のためには測定手段のための基礎・原理とデー

タの統計的性質を理解していることも大切で

ある。 
 

・授業の目的 
本実習では, 簡単な WEB アプリケーショ

ンの作成を行うことで, データ処理システム

の構造理解を深めることを目的とする。また、

データ採取とそのための方法論, 得られたデ

ータの正当性を評価するための基礎を得るこ

とも目的である。 
課題としては以下などが挙げられる : ① 

WEB ベースのインターフェースをもつ物質

の構造と物性に関するデータベースの作成。② 
データベース, スマートホンやタブレットの

モバイルシステム, ウェブフレームワーク, に
地 図 API(Application Programming 
Interface) を組み合わせたモバイルデータ収

集システムの作成など。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 数物コースにおける実践 PBL 科目に位置付

けられる。数学を学ぶことで得られる論理的思

考力, 物理学を学ぶことで得られる構造把握

力, 情報工学を学ぶことから得られるプログ

ラミング技術力を総合的に利用してデータ管

理 WEBアプリケーションなど, 実務的に重要

な情報処理システム作成のためのノウハウを

学ぶ。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は, 数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の (E), (F), (I), (G), (H) に位置づけら

れる。 
E) 科学・技術とそれを用いる人間の間のイン

ターフェースの意義を理解し, 簡潔で美しい

解決法を追求できる 
F) 日本語や外国語を用いて, 論理的な記述, 
プレゼンテーション, およびコミュニケーシ

ョンを行うことができる 
G) 急速な科学技術の進歩に追従するための

地道な知識習得を継続的に行う実務能力をも

つ。 
H) 処々の問題やニーズに対して, 理想と与え

られた制約下での現実を正確に整理して, 現
実的・実践的解決法の計画を立案し責任もって

遂行できる 
I) 他人の意見を正しく理解し, 本質から沿れ

ない議論を展開できる 
具体的には, データ生成, データ管理, WEB

設計について, 以下の項目を包括的に身につ

けることを目標とする。 
1. データ処理システムの構造を理解できる

こと 

2. WEB アプリケーションのための主要要

素であるデータベース、フロントエンド、

バックエンドを適切に組み合わせてデー

タ処理システムを構築できること。 

3. データ処理システムを構築するためのイ

ンフラ (SQLite, Python, flask, html, Javas

cript, GitHubなど) を使うことができるこ

と。 

4. 採取データのための測定手法と統計的性

質を理解し結果の信頼性を評価できるこ

と。 
 
【授業項目】 

授業は基本的には ① データベースアプリ
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ケーション構築のための準備と基礎 (2 回)、② 
WEB アプリケーション作成のためのトレー

ニング (7 回)、② データ採取のためのトレー

ニング(5 回)、④ プログラムテストと成果報告

会 (2 回) から構成される。 
 
授業計画は以下となる： 

[1] WEB アプリケーション作成のための環

境設定とリテラシ 
[2] データ処理システムの基本構造 
[3] データベースの役割 
[4] データベースを構築するための手続き 
[5] フロントエンドの役割 
[6] フロントエンドを構築するための手続き 
[7] バックエンドの役割 
[8] バックエンドを構築するための WEB フ

レームワーク 
[9] 簡易版 WEB アプリケーションの制作 
[10]  データ採取のための方法論 
[11]  データ採取 
[12]  得られたデータの統計解析 
[13]  データ構造の検討 
[14]  採取データのための WEB インターフ

ェース型データベースの構築 
[15]  プログラムテスト 
[16]  成果発表 
 

以下が授業の具体的流れと要点である： 
  WEBアプリケーションを作成するための

プログラミングシステムはすでに, 学生

自身のノート PC 内に構築されており, 原
則的には, 各人が自身の PC 内で稼働する

WEBアプリケーションを独力で作成する

ものとする。 
  学生を数物コースの各教員に振り分け , 

教員と学生がどのようなデータを採取す

るか検討し, その原理を教員が指導後, 学
生がデータ採取を行う。 

  採取データ・結果の妥当性について教員と

学生が議論し, データの科学的正当性を

評価する。 
  データ採取後, 各学生は, 自身が採取した

データの構造を把握したうえで, これを

適切に描画するための WEB アプリケー

ションを作成する。 
  どのような WEB アプリケーションを作

成するかは, 取得データのデータ構造に

依存するので, 学生は教員に指導を仰ぎ

ながら適切なプログラミングコーディン

グを行う。 

  最終的に自身が取得したデータを WEB
アプリケーションにて提示し, 取得デー

タの内容と自身が作成した WEB アプリ

ケーションの機能について発表を行う。 
 

【授業の進め方】 
対面で実習を行う。Moodle を併用する。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
設計開発成果  (70%), プレゼンテーション

(30%)で評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
設計開発成果 70％ 
プレゼンテーション 30％ 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
各回に記載（指示）のある教科書あるいは参考

書の該当箇所について講義の前日以前にその

内容を調べ, 理解に努めること。 
講義のあった日に, 講義で説明された内容を

理解し, 数式の変形や導出, プログラミング課

題などができるように講義ノートをもとに復

習すること。準備学修（予習）として, 週に 2 
時間確保すること。 
 
【予習時間の目安】 
週 2 時間 
 
【キーワード】 
WEB アプリケーション, データ採取と管理 
 
【教科書】 
関連する実験や講義科目の教科書および参考

書 
 
【参考書】 
小森裕介: プロになるための Web 技術入門 
(技術評論社) 
株式会社フルネス 樹下雅章: Flask 本格入門

～やさしくわかる Web アプリ開発～ (技術評

論社) 
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【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：専門英語（English for Science Study） 
担当教員：浅海 賢一, 鈴木 智成, 藤田 敏

治, 中尾 基, 中村 和磨, 美藤 正樹, 渡辺 

真仁, 井上 雅世, 田村 かおり, 花沢 明俊, 
大輪 拓也, 野田 尚廣, 平之内 俊郎, 若狭 

徹, 大熊 信之, 小田 勝, 田中 将嗣 
対象学年：４年  開講時期：前期   
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

実際の研究を進めるには, 研究に必要な情

報を採取し, また内容を正しく理解しなけれ

ばならない。数学・物理学・情報工学の専門技

術に関しては, こうした情報は邦文だけでな

く, 多くの場合英語論文として発表される。本

科目では, 数学・物理学・情報工学の専門技術

に関する外国語文献を読み, それを理解した

うえでプレゼンテーション資料を作成し発表

および質疑応答を行う。 
・授業の目的 

数物コースの専門技術に関する外国語文献

を読み, それを理解したうえでプレゼンテー

ション資料を作成・発表・質疑応答を行うこと

で, 卒業研究に向けての準備を整えることが

目的である。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
 数物コースの GE 養成コースの語学科目に

位置付けられる。専門技術習得のために, 英語

論文読解および資料をまとめ発表するスキル

を学ぶ。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は, 数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の (C）, (D）, (F), (G) に位置づけられ

る。 
C) 数学, 物理, 情報技術に関する基礎知識を

修得し, 科学的・合理的思考に基づいて問題を

分析できる。 
D) 数学, 物理, 情報技術に関する実践的知識

に精通し, 科学的・合理的思考に基づいて問題

を解決できる。 
F) 日本語や外国語を用いて, 論理的な記述, 
プレゼンテーション, およびコミュニケーシ

ョンを行うことができる。 

G) 急速な科学技術の進歩に追従するための

地道な知識習得を継続的に行う実務能力をも

つ。 
具体的に、以下の項目を身につけることを目標

とする。 
1. 数学・物理学・情報工学を理解するための

英語論文を理解できる。 
2. 外国語文献を理解し、まとめることができ

る。 
3. それを適切に発表し質疑応答できるプレ

ゼンテーションできる。 
 
【授業項目】 

少人数によるゼミ形式で専門分野に関する

外国語文献を読み, 要約して発表を行うため

に, 各教員が文献の講読計画を立てる。以下は

授業実施の参考例である。 
 

担当教員が専門技術習得に関するゼミを 9 週

程度実施し, 英文講読対象論文を読みこなす

ための準備を行う。担当教員より指定される資

料の講読を通して, 学術的素養を修得させる。 
 

[1] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[2] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[3] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[4] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[5] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[6] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[7] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行
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う 
[8] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
[9] 学術論文を理解するために必要となる専

門技術習得のためのゼミにて学生が発表

を行い, 担当教員がフィードバックを行

う 
 
9 回目のゼミ終了後, 担当教員より, 英文講読

対象となる学術論文数篇 (3 報程度) を学生に

提示 
  
[10]  学術論文 I の内容をゼミにて発表, 担当

教員によるフィードバック 
[11]  学術論文 II の内容をゼミにて発表, 担当

教員によるフィードバック 
[12]  学術論文 III の内容をゼミにて発表, 担

当教員によるフィードバック 
[13]  学術論文 I, II, III の総括的内容をゼミに

て発表, 担当教員によるフィードバック 
 
学生が十分に論文内容を理解できた段階で, 
プレゼンテーション資料として纏める指示を

行う。 
 
[14]  教員より提示された学術論文 I~III を

纏めてプレゼンテーションを行う, 担当

教員によるフィードバック 
[15]  最終発表 
 
【授業の進め方】 

授業項目に記載した内容に沿って担当教員

の指導の下で進める。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 

実習 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 

専門内容の理解力, 発表資料の内容, 発表, 
質疑応答などを勘案して採点する。60 点以上

を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
プレゼンテーション 100％ 

 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

担当の文献に関しては, 単語や構文のみな

らず, 専門的な内容についても, 関連する専門

書や文献を参照するなどして調査しておくこ

と。また, それらの内容をまとめ, プレゼンテ

ーションの準備を行うこと。 
 
【予習時間の目安】 

週 2 時間 
 
【キーワード】 

科学英語, 原著論文講読, プレゼンテーショ

ン 
 
【教科書】 

各担当教員から通知する。 
 
【参考書】 

各担当教員から通知する。 
 
【備考】 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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科目名：数物プレ研究（Preliminary Research 
for Mathematical Science Course） 
担当教員：数物コース全教員 
対象学年：３年  開講時期：後期 
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

現在の理工系の研究は、3 年生までの講義の

内容と実際に卒業研究を遂行させるために必

要な専門知識や技術について大きなギャップ

がある。卒論研究前に実際の研究室での研究活

動に触れ、このギャップを少しでも早く認識し、

より実践的な思考のもとに 4 年生からの卒業

研究に取り組めるための準備期間を設けるこ

とは重要である。 
 
・授業の目的 

研究室のゼミに 3 年後期から参加し、卒業研

究に必要な知識や技術を具体的に認知するこ

とと、論理的な問題解決能力やプレゼンテーシ

ョン能力の育成を早期に開始することを目的

とする。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
本学では、グローバル化が加速する社会にお

いて、活躍し続けることのできる技術者の養成

を目指し，6 年一貫教育プログラムとしてグロ

ーバル・エンジニア養成コース（GE コース）

を開設している。本授業は，こうした GE コー

スの修了のための必要科目として位置付けら

れる。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到

達目標の (E ), (F), (G), (H), (I) に位置づけら

れる。 
E) 科学・技術とそれを用いる人間の間のイン

ターフェースの意義を理解し, 簡潔で美しい

解決法を追求できる。 
F) 日本語や外国語を用いて, 論理的な記述, 
プレゼンテーション, およびコミュニケーシ

ョンを行うことができる。 
G) 急速な科学技術の進歩に追従するための

地道な知識習得を継続的に行う実務能力をも

つ。 

H) 処々の問題やニーズに対して, 理想と与え

られた制約下での現実を正確に整理して, 現
実的・実践的解決法の計画を立案し責任もって

遂行できる。 
I) 他人の意見を正しく理解し, 本質から沿れ

ない議論を展開できる。 
 
具体的には、以下の項目を身につけることを目

標とする。 
1. 数物コースでの研究活動を実施するための

実務作業 (文献調査, 研究プラン構築, 計算手

法理解, ソフトウェアあるいは実験器具操作

方法など)。 
2. 文献を理解し、まとめることができる能力。 
3. 適切に発表し質疑応答できるプレゼンテー

ション能力。 
 
【授業項目】 
1 回 ガイダンス 
2 回 プレ研究の実施 
3 回 プレ研究の実施 
4 回 プレ研究の実施 
5 回 プレ研究の実施 
6 回 プレ研究の実施 
7 回 プレ研究の実施 
8 回 まとめ 
 
【授業の進め方】 
早期配属された研究室の担当教員のもとプレ

研究を行う。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 演習、実験、実習、実技 
 
・授業形態 
 対面のみ 
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
担当教員が課すプレ研究の実施状況及びレポ

ート（100％）による。60 点以上を合格とする。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 

プレ研究の実施状況及びレポート 100% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 

担当教員の指示に従うこと。 
 
【予習時間の目安】 

週 1 時間 
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【キーワード】 
 GE コース 
 
【教科書】 

担当教員の指示による。 
 
【参考書】 

担当教員の指示による。 
 

【備考】 
本科目は，数物コース GE コースの修了要件

科目である。 
 

【授業担当教員への連絡方法】 
各担当教員より通知する。 

-83-



科 目 名 ： 数 物 イ ン タ ー ン シ ッ プ 実 習

（Internship） 
担当教員：浅海 賢一, 鈴木 智成, 藤田 敏

治, 中尾 基, 中村 和磨, 美藤 正樹, 渡辺 

真仁, 井上 雅世, 田村 かおり, 花沢 明俊, 
大輪 拓也, 野田 尚廣, 平之内 俊郎, 若狭 

徹, 大熊 信之, 小田 勝, 田中 将嗣 
対象学年：2 年  開講時期：前期   
クラス： 
曜日・時限：未定  講義室：未定 
 
【授業の概要】 
・授業の背景 

学生が社会に出る前に実際の企業の職場で

エンジニアとしての仕事を体験する実習科目

である。学生が社会人としての心構えと責任感

を身につける実践の場である。 
 
・授業の目的 

学生に技術者としての心構えと責任感を身

につけさせ，実際に仕事を遂行する上でどうい

う実務作業と能力が求められるかを体験させ

ることを目的とする。 
 
【カリキュラムにおけるこの授業の位置付け

（ディプロマポリシーおよび学習・教育到達目

標との関連）】 
社会に出る前に実際の現場で働くことで技

術者の仕事だけでなく社会人としての生活そ

のものを総合的に理解させ、学生生活から企業

の一員としての生活にスムーズに移行できる

ように意図された授業である。 
 
【授業の到達目標】（学習・教育到達目標との

関連） 
本科目は、数物コースが掲げる学習・教育到達

目標の (B), (G), (H), (I) に位置づけられる。 
(B) 科学・技術と社会・自然・歴史・人権の間

の関係性を理解し, 自身の技術者としての目

標を自ら設定できる。 
(G) 急速な科学技術の進歩に追従するための

地道な知識習得を継続的に行う実務能力をも

つ。 
(H) 処々の問題やニーズに対して, 理想と与

えられた制約下での現実を正確に整理して, 
現実的・実践的解決法の計画を立案し責任もっ

て遂行できる。 
(I) 他人の意見を正しく理解し, 本質から沿れ

ない議論を展開できる。 
 

具体的には、以下の項目を身につけることを

目標とする: 
1. 企業での短期インターンシップを通して

社会における仕事の具体的内容と課題を

理解し、技術者としての哲学を身に付ける。 
2. 社会人としての素養を身に付ける。 
3. レポートの書き方やプレゼンテーション

力のスキルアップを図る。 
 
【授業項目】 
前期あるいは後期の適当な時期 (主に夏休み

期間中などに 2 週間程度) に様々な企業に出

向き, 実際の企業の現場にてインターンシッ

プ活動を行う。インターンシップに向けた事前

準備, 研修日誌および事後レポートの作成を

通して, 実際に仕事を遂行する上での具体的

作業を学ぶ。 
 
[1] 事前学習として, 4 月より大学主催で開催

される就職活動に関連したセミナーなど 
企業研究, エントリー対策など, インター

ンシップに関連した講義を履修 
[2] 事前学習として, インターンシップに関

するセミナー, インターンシップを活用

した学びの勧め 
[3] 事前学習として, 産業人材形成概論 A や

学内キャリアイベントによる企業インタ

ーンシップの紹介 
[4] 事前学習として, エントリーシートなど

の対策セミナー, エントリーシートの書

き方などの指導 
[5] 事前学習として, 総合適性検査 (SPI) 模

擬試験の受検, インターンシップ参加の

ために課される SPI の対策 (企業によっ

て SPI を課す場合がある)  
[6] 事前学習として, インターンシップ事前

研修・マナー講座, インターンシップに臨

む心構えやビジネスマナーなどの学び , 
保険加入についての説明 

[7] インターンシップ 1 日目の実習と研修日

誌作成 
[8] インターンシップ 2 日目の実習と研修日

誌作成 
[9] インターンシップ 3 日目の実習と研修日

誌作成 
[10]  インターンシップ 4 日目の実習と研修日

誌作成 
[11]  インターンシップ 5 日目の実習と研修日

誌作成 
[12]  インターンシップ報告書の作成 
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[13]  インターンシップ事後学習として, 学内

キャリアイベントでの就職活動のための

各種セミナーへの参加  
[14]  事後学習として, OB・OG などによる個

別企業講演会 学内で開催される個別業界

研究会などへの参加 
[15]  事後学習として, 学内キャリアイベント

での業界研究 大学主催の有力企業数 10
社の OB・OG による業界研究会への参加 

 
【授業の進め方】 
関係教員および出向いた企業と適宜打合せし

ながら進める。 
 
【授業方法および授業形態】 
・授業方法 
 実習 
 
・授業形態 
 対面およびオンライン (対面が半数以上)  
 
【成績評価の基準および評価方法の概要】 
インターンシップ修了証明書, 研修日誌, 報告

書レポート, またこれらを盛り込んだ研修内

容に関するプレゼンテーションにより，担当教

員が総合的に評価する。 
 
【成績評価の基準および評価方法の詳細】 
プレゼンテーション 100% 
 
【授業外学習(予習・復習)の指示】 
・ 大学主催のキャリアイベントなどを事

前・事後学習として受けてください。 
・ 研修内容や指導教員のコメントを今後の

学生生活に生かすしてください。 
・ 事前・事後学習を含めて 5 時間の学習時間

を確保してください。 
 
【予習時間の目安】 
週 0.5 時間 
 
【キーワード】 
インターンシップ実習, 技術者の心構え, もの

づくりの意味, レポートの書き方, プレゼンテ

ーション力 
 
【教科書】 
教科書は指定しないが, 企業から資料を配布

されることあり。 
 

【参考書】 
[1] 九州工業大学 キャリア支援室：インター

ンシップハンドブック 
[2] アール・コンサルティング株式会社：

MONO 理系版 夏期イベント＆インタ

ーンシップ編 
[3] 北九州地域産業人材育成フォーラム：イン

ターンシップ 2025－北九州の地元企業で

インターンシップを体験しよう‼－ 
[4] 北九州市：業界マップ 2025 年度版－さ

あ！このまちで確かな未来を探しにいこ

う！－ 
[5] 株式会社 JS ベストマッチング：インター

ンシップ情報 就職応援ブック西日本版 
 
【備考】 
【履修上の注意事項】 
・ インターンシップに関して対応する保険

に加入してください。 
・ 受入企業に迷惑をかけないよう細心の注

意を払ってください。 
 
【授業担当教員への連絡方法】 
Moodle に記載 
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